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　����������������� ���� ������������������� ���� ��
回���全国大�（仙台）からで�文書部�副部長
として�大�冊子�準備と大�記録�作�を行いま
し�。
　���������������として�� �回���������������として�� �回
程度�研修�を企画・運営してきまし�。当時�東
北支部で��定時総�と合格祝賀�以外�研修��
�切ない�め����������研修��毎回
�00 名程度�参加者�ありまし�。�だし�お招き
し�講師�方から�「“�����”と聞いてき�
��参加者��均�齢�高い」こと�驚かれまし�。
　ま��北東 3支部���交流研修�（本��� �0
回として仙台で開催）����業績・研究発表�な
どを通じて東北支部���研鑽と交流�場を設けて
きまし�。
　�� �� �����������り�������� �� �����������り������
質��層�向上を図る�め，�格取得��研鑽�責
務として明文化されまし�。東北支部で�これを機
��専門部�を強化し�CPD���積極的�取り組
むこと�なりまし�。
　東北支部で� CPD実施状況を表１�まとめまし
���ここ数��開催数・時間数�減少傾向�あり
ます��表２�まとめ�全国�支部で� CPD開催
状況（�� �8 �度）をみると�東北支部で��発
な���目立ちます。
	 　

　
　��� CPD�目�実施時間である���均 �0 ���� CPD�目�実施時間である���均 �0 �
位時間�3�間� ��0 時間�位をこれでカバーする
こと�できません�������自己研鑽�目的
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�適し�も�を自主的�選択して実行すること�求
められています。例えば (�) 日本����以外�関
�学協��大学等�民間団体及び企業�公式�開催
する研修�，講習�，研究�，シンポジウム等へ�
参加	�(�) 論文等�発表�(3) 企業内研修及びOJT	�(�)	
��指導�(�) 産業界�おける業務経験などです。ち
なみ���参加でき��� �行事で���.� 時間だけ
でし�。
　CPD���企画・運営���専門部����研究CPD���企画・運営���専門部����研究
委���県�����限られ�予算内で�多く�ボ
ランティア��で�り立�ている��現状です。こ
れ以上� CPD ����発化を促すこと��人的�
経済的な裏づけ�無い限り難しいと考えています。
　�だし�CPD事業�本来�目的�����対する
CPD機��提供サービスです��今�� CPD��
を通じて����増大と外部�向け������知
名度向上�ツールとして�用していく戦略的な発�的な発�な発�
�必要となります。
　���め���目的（ターゲット）別�内容�充
実���と非���参加費�差別化��般参加者�
無料化と広報�開催日（�日�休日）�開催時間帯
（�7 時以降）�開催地�分散など工夫を重ね�質的な
高度化を図る必要を感じています。

巻 頭 言

技術士会における今後の CPD

( 社 ) 日本技術士会東北支部　技術士 CPD 委員長　

橋本　正志　

支部名 開催数

東北 40

北海道 ��

北陸 �

中部 ��

近畿 �3

中・四国 ��

九州 3�

H�� H�6 H�7 H�8

開催数 �7 6� �8 �0

時間 ��0.8 �6�.� ���.� ��7.�

表１　CPD実施状況�経�変化（東北支部）

表 �全国� CPD実施状況CPD実施状況
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抵、見通しの良い場所に大きく建っていて、いやで
も目に飛び込んでくる。岩手県内ではどこでもそれ
が目につかない。規制する条例でもあるのだろう
か？旅行者にとって快適で、大変うれしい事であ
る。」（H2・12・9 日岩手日報）
 岩手県では、昭和 47 年に、ザル法といわれた「屋
外広告物条例」が制定され、看板は形状、大きさ、
色彩、意匠が美観風致を害するものであってはなら
ない。そして法で定められた緑地地域、文化財、高
速道路等主要道路、鉄道、湖沼・ダムの周辺は 500
ｍ範囲全部が禁止区域にされた。それから 20 年後、
平成 6 年 5 月に盛岡で開催された「自然環境の保全
と景観の創出」をテーマとしたシンポジウムの席で、
上記の事例報告がなされた。この前年の 10 月には

「岩手の景観の保全と創造に関する条例」が制定さ
れており、ケイカンという言葉が、「警官」でなく「景
観」だという説明からこのシンポジウムが開始され
た経緯が忘れられない。
　そのシンポジウムでは、建�物だ�をいくら規制そのシンポジウムでは、建�物だ�をいくら規制
･誘導しても、景観を阻害しているものに、電柱･電
纜と屋外広告などがあり、これらを含めて美観･景
観を創出しな�ればならないとの意見が出された。
　平成 5 年の条例の中では「岩手県の景観の保全と
創造に関する条例５つの柱」があって、
　1）県市町村、県民、事業者の役割分割
　2）景観形成重点地域の指定
　　これは当時調査中で未指定であったが、十和
　�･��平、�中��等の����、それに中�･��平、�中��等の����、それに中����、それに中��、それに中
　��、�通�等の���文化��等、�れた景観��、�通�等の���文化��等、�れた景観
　��を調査し、�り�てる、あるいは�しく創造��を調査し、�り�てる、あるいは�しく創造
　していく�要がある地域を指定する��。していく�要がある地域を指定する��。
　3）大規模な建�等の行為の景観形成の誘導（大
　規模建�物の��）規模建�物の��）
　4）�共事業の先導�な景観形成
　　県が行う道路･橋･河川等の�共事業の景観を良
　くして行くための先導�役割。くして行くための先導�役割。
　5）市町村や県民の皆さんの景観づくりの支援　

寄　稿
美しい日本を取戻すために

（社）日本技術士会　東北支部長）
技術士（総合・建設・応用理学部門）
（株）復建技術コンサルタント　代表取締役会長

吉川　謙造　
⑤　����取���　����取���

５．����取���
　わが�では多くの自治体で、早い時期から景観に
ついての保全･創出に取組み、成果をあげており、
全��にはランドスケープ学会等で事例が紹介され
ている。　
　街並みの他に�共�な橋や煙突、�体駐車場等に
ついても、外観だ�でなく色彩にも配慮したものが
増えてきていることは結構なことだ。
　���「�共の色彩を�える会」では、建造物、構���「�共の色彩を�える会」では、建造物、構
�物、サイン、広告といったものの外観（色彩）が
景観に与える影響について、“騒色（�害）”となる
ケースとして問題提起し解決策を模索することか
ら、好ましい例としての顕彰（�共の色彩賞／環境
色彩 10 選）まで、あるいは一般市民とともに街中
を歩いて、好悪の実例を学習するカラーウオッチン
グ・ツア ーの実�、�内�地で当事者、�者を�めーの実�、�内�地で当事者、�者を�めの実�、�内�地で当事者、�者を�め
て行うシンポジウムの開催、等で 20 数年の実績を
有している。
　������に�って�し�ないが、町並みの景������に�って�し�ないが、町並みの景
観形成の事例を、最終成果だ�でなく、発端から途
中経過を含めて紹介する。また民間の取り組みにつ
いても、今後あちこちに適用されると良い、期待さ
れる事例のいくつかを紹介する。

5.1　�����（��������）　�����（��������）�����（��������）
①　岩手県の取��（写真 -�����）����）���）��）�）
　��の地方�聞に寄せられた 39 才の女性（長崎
県在住）の声から。
　「��の�車の旅は�しい。関�、関�の�うに「��の�車の旅は�しい。関�、関�の�うに
沿道の風景がわずらわしくないからだ。山は傷の跡
もなく、緑にあふれ、耕地はきれいに整理されて、
人家も配置で息苦しさを感じない。�車の窓から眺
める景色は、まるでヨーロッパを旅している�うに、
ゆったりとした気分になる。車窓からながめて、�
たに思い当たったのだが、沿線に野�て看板が見当
たらない。特に岩手県内は殆ど目に付かない。水�
や山の斜面の野�て看板ほど目障りな物は無い。大
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　　　地域の景観づくりを促進するための住民協定
　を�る場�の��。を�る場�の��。
　と、なっているが、届出の対象となるものは、13
　ｍ�上の煙突、20 ｍ�上の電柱のほかに、��ｍ�上の煙突、20 ｍ�上の電柱のほかに、��
   などの（屋外）貯蔵物は高さ 5 ｍ、面� 1�000 �、面� 1�000 �面� 1�000 �
   である。
　　岩手県では、この�しい条例が�行されて 10
    年が経過した。今の状�と成果を、��に�す。年が経過した。今の状�と成果を、��に�す。
 

		

②　�の����の取��　�の����の取���の����の取��（�� -4、5、6、7）
　仙台が「杜の都」と呼ばれる�うになったのは、
明治･大正の頃、藩政時代の面影を残した屋敷林や
�社林が街の中に多く見られ、広瀬川や青葉山の豊
かな自然が街全体を囲んでいたことから、そう呼ば
れる�うになったといわれている。
　その緑の多くは、昭和 20 年の仙台��で�われその緑の多くは、昭和 20 年の仙台��で�われ
てしまった。しかし「杜の都」を取り戻したいとい
う市民の願いは、焼�野原を緑豊かな街へと再生さ
せ、仙台の景観づくりはその頃からはじまったとい
える。
　しかし、その後も都市化の進�は�しく、このましかし、その後も都市化の進�は�しく、このま
ま放置すれば広瀬川の清流は奪い去られるという危
機感から、仙台市では昭和 49 年に「広瀬川の清流
を�る条例」を制定した。この条例制定がきっか�
となって様�な団体等が、この市民共有の財�であ
る美しい広瀬川の清流を保全して次代に引き継ぐた
めの様�な努力を行ってきた。その結果として、大
都市の市中を流れる河川としては、多くの動植物の
生息環境が�られ、美しい景観が保全されている。
　また、市民から「梅�川浄化運動」や「スパイク
タイヤ撲滅運動」の�うな自主�な活動が起こるな
ど、仙台市民の景観や環境に対する意�の高さも、
��の中にうかがえる。こうして�まれた杜の都の
すばらしい景観を次の世代へ引き継ぐため、「杜の
都の風土を�む景観条例」を平成 7 年に制定して、
仙台の景観づくりを推進している。
　この条例は、3 つの原�（�えや行動の��）とこの条例は、3 つの原�（�えや行動の��）と
して、市民、事業者、行政が景観形成を図るための
努力目標を定め、7 つの方策（具体�な景観づくり）
に�って構成されている。中でも特徴�なことは、
景観形成のための規制・誘導だ�でなく、市民と事
業者、行政が一体となって景観形成を進めるため、
景観審議会や景観サポーターを組織して、杜の都の
景観に関する重要事項の調査･審議や景観形成に関
する情報などを収�している。また、市民の自発�
な景観形成への取組みを�極�に援�するため、景
観形成に�しく寄与していると認められる建�物等
お�び、景観形成に顕�な功績があったと認められ
る活動については、これを「都市景観賞」として表
彰している。
　この�うな活動の結果、�在の美しい杜の都が創この�うな活動の結果、�在の美しい杜の都が創
られてきたのだ。

�� -1　盛岡市内岩山から、岩手山と市街地を望む

�� -2　盛岡市�山�町通りの景観

�� -3　盛岡市材木町の通り
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③　山形県金山町の取組み（写真 -8��，�0���）　
　明治�初め�日本を訪れ�英国�女性旅行家�イ
ザベラ･バード�書き残し�「日本奥地紀行」で�「東
洋�アルカディア」と称えられ�山形県でも�景観
�対する取り込み�積極的である。
　山形県北部��山（かね�ま）�で���� �8山形県北部��山（かね�ま）�で���� �8
��策定し�「新�山�基本構�」�中で「街並み（景
観）づくり �00 �運�」を基幹プロジェクトとして
位置付けこれを推進している。これ� �00 �かけて
自然（風景）と��し�美しい街並みをつくり�あ
わせて林業等�地場産業�振興�人と自然�共生を
図ろうとするも�である。こ�運��推進��め��
�� 6� ��「�山�街並み景観条例」�制定され「街
並み形�基準」ととも��基本となる�山型住宅�
基準と助�制度�定められ�。�山型住宅と��白
壁と切り妻屋根をもつ�在来工�で建てられ�住宅
で��内で育��木材�伝統的な材料を用い�気候
風土�合��建物である。�月を経て「美しく古び
る」素材で�地球�優しい住宅であり�こ�住宅�
家並みを「もう�つ先��山�姿」として次�世代
�継承し�うとしている��こ�制度��り�過去
約 �0 �間で合計１千戸�住宅�建てられ�累計で
２億円弱�助��されている。
　�山��まちづくり�����住民�生�と景観�山��まちづくり�����住民�生�と景観
づくり��体�な�ていることであり�前述�条例
�他��地域住宅計画�街並みづくり �00 �運�と
連�して住宅建築コンクールなど�行われ�表彰制
度���て�建物だけでなく職人����伝承と向
上�取組みも行�ている。

	

	

写真 -4　仙台市内を流れる清流広瀬川

写真 -5　定禅寺通りのけやき並木 

写真 -6　青葉城への道

写真 -7　一番町買物公園 写真 -8　金山町の切り妻屋根の町並み
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④　山形県天童市の取組み　（写真 -����3）-����3）����3）
　����作りと�人間��で名高い��地「������作りと�人間��で名高い��地「��
市」�取組みを紹介する。
　�������前通り��統�性を��せ�広��������前通り��統�性を��せ�広�
�吊看板と歩道�敷石ブロック�詰め���こ��
を��づけている。��４��地元で開催され�「べ
�ばな国体」�あわせて�地元���街と商店街�
中心とな�て取り組んだも�で��� ��度�都市

写真 -9　金山型住宅

写真 -10　屋根付き歩道橋の「きごころ橋」

写真 -11 山形県金山町・シェーネスハイム金山

景観大賞を受賞している。
		

	

⑤　秋田県・角館町（写真 -��，��）-��，��）��，��）
　���地北部������かつて���であ��。���地北部������かつて���であ��。
　�家屋敷��家�建ち並んで�みち�く���都��家屋敷��家�建ち並んで�みち�く���都�
と呼ばれる�ふさわしい雰囲気をかもしている。
　�道でこ����ると���をふくむ�界�から�道でこ����ると���をふくむ�界�から	
もう白�黒�グレー�世界�展開し始めている。建
物ばかりか道路�識�観光案内版�自�販売機�至
るまで無彩色�白�黒�グレーな�だ。わずか�	人
力車乗り場�差しかけてある大きな朱�番傘��紅
�点�アクセント�な�ている。
　統�感�ある街��さ���こを通る人�ち� 主統�感�ある街��さ���こを通る人�ち�	主
役とな�て生き生きと見えること�ある。背景�控
え目で	主張しすぎないから�人�落ちついて美しく
見える�だ。�んな街を増�し�いも�だ。

写真 -��　統�性�あるデザイン�つり看板

写真 -�3　詰め���歩道ブロック
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⑥　栃木県 那須街道筋 （写真 -�6，�7）-�6，�7）�6，�7）
　��街道���観光地�あり�ちな��さ�見ら��街道���観光地�あり�ちな��さ�見ら
れない。�れ��こ�地域�色使いからきていると
思われる。実際	ここで�美容室�ファミリーレスト
ラン�郵便局とい��建物�ま�これ�付随する窓�
ガレージ�ベンチ�看板とい��類�も���すべ
て	白とこげ茶で統�されている�だ。
　�か�こげ茶��自然�（�あるい��）色とも�か�こげ茶��自然�（�あるい��）色とも
�く馴染むし�白と�コントラストも�い。
　こ�地で��き�と 白とこげ茶�デザイン指導�こ�地で��き�と	白とこげ茶�デザイン指導�
行き届いている�だろう。これで�人�抵抗感を与
えず	�り�すい雰囲気�土地柄�している�だ。
　�木林��を�れないと�人��を�み�れられ�木林��を�れないと�人��を�み�れられ
ないほど�なる。街もデザインして�を�れないと�
人��を�み�れられない�う�なる�で�なかろ
うか。
	

	

	

⑦　長野県 小布施町 （写真 -�8，��）-�8，��）�8，��）
　��産地で知られる�州��施��街並み修景��産地で知られる�州��施��街並み修景
��葛飾北斎美���オープンし�ことを契機��
北斎��茶�訪れ�頃�景観を現代風�再現し�う
というコンセプトで始ま��。
　住民と�体とな�て����方�ートル��域で�住民と�体とな�て����方�ートル��域で�
歴史と伝統文化�沿う基盤整備�進められ�切妻屋
根�黄土色�白い壁����道��レンガ遊歩道な
ど�こ�地�有�伝統文化を感じさせる街並みを現
出させ�。
　とかく歴史�あるなし�かかわらず����あるとかく歴史�あるなし�かかわらず����ある
�さ�うなも�を�気で取り�れてしまい�ちな国
民性だ��こと街づくり�関して���んなことを
せず�歴史と文化を背景とする	��まち固有�色�
表情を大事�し�いも�だ。

写真 -��　秋田県���（現仙北市）��並み景観

写真 -��　����自�販売機

写真 -�6　��街道地域�公�を含め�色彩効果

写真 -�7　��街道地域�公�を含め�色彩効果-�7　��街道地域�公�を含め�色彩効果�7　��街道地域�公�を含め�色彩効果



平成 �9 年 7 月 � 日 ガイアパラダイム　技 術 士 東 北 第 45 号

ー7ー7ーー

　住民�と�て���まち�と心�思える街���住民�と�て���まち�と心�思える街���
力を湛え生き永らえる��なる�だと思う。
　住民からも外来者からも���を向かれる街��住民からも外来者からも���を向かれる街��
し�くない。
	

	

⑧　愛媛県 内子町 （写真 -�0，��）　-�0，��）　�0，��）　
　内子地���櫨（�ぜ）から蝋を作る蝋屋で栄え
��だ。白壁��といわれる����色���白�
アイボリー�クリーム�ベージュまで�色を含んで
いる。
　街並みとして���と壁�白�統�色�木部�こ街並みとして���と壁�白�統�色�木部�こ
げ茶�ほど�くバランスしており�病院�幼稚園�
公衆トイレまでこれ�準拠している。
　歴史と共生する街並みとい��風情である。歴史と共生する街並みとい��風情である。
色�素材ととも�ある。とすると�色数�材料�数
�比例するといえる。
　限られ�素材で作られ���家屋�街並み�美し限られ�素材で作られ���家屋�街並み�美し
い��なぜだろう�と考えてみ�。自然素材�質感
と色�統�性�ある�う�思える。
　無数�材料と色を�ばらばらな現代人��使して�無数�材料と色を�ばらばらな現代人��使して�
ちぐ�ぐなも�を作り�ちぐ�ぐな街���め込ん
でい��らどんな街�できるか�言うまでもあるま

い。
��り�素材�色を限定すること�必要だ。
	

	

⑨　岡山県・高梁市 ( ガードレール）（写真 -��）-��）��）
　ガードレール��気ない�全��め����ばかガードレール��気ない�全��め����ばか
りだと思�てい�ところ�岡山県高梁市�高�谷川
�ガードレール�擬木でまち�景観�配慮してい
る。
　こ�事例��歴史的景観��全�も�用でき�うこ�事例��歴史的景観��全�も�用でき�う
だ。
　��際�東�都���田街道�見られる�性��定��際�東�都���田街道�見られる�性��定
家葛�をからませ�ガードレールも参考�なるだろ
う。
	

　　　　　　　　　　　　　　

写真 -�8　長野県･��施�街並み修景

写真 -��　　同　上

写真 -�0　愛媛県･内子�卵色��並み

写真 -��　　同　上

写真 -��　岡山県「高梁市�高�谷川�ガードレール
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5.2　草の根運動（個人と企業の取組み）
　
　��0 �社といわれる国内�企業も�ヒト�モノ�
カネ�順番を逆転させ�カネカネカネと蝉��う�
囃して自ら��益追求を�かるも��多い。
　�うし�風潮�中�あ�て�地�で�ある��地
域優先�つとめる企業もあらわれてきている。

①　スルガ（駿河）銀行のコーポレートカラー
　コーポレートカラーといえば�大抵��色�サブ
カラーを�れてもせいぜい２～�色という��相場
だ。�んな中でスルガ銀行� �0 色という��異彩を
放�ている。　�れも�ピンク�マゼンダ�レッド�
オレンジ�バイオレット�グリーン�ローングリーン�
ライトブルー�エ�ラルド�イエロー� �0 色だ。
　しかも��ケタ�支店をもつこ�銀行��全行こ
� �0 色で違いを浮き立�せている。
　�支店��お客様�アンケートを取るなどして�
支店�色を決める。もし同じ色�店�現れても��
支店で独自�ネーミングを考えるから�親しみ�度
合い�違う。つまり�同じピンクでも�澁谷支店で
�ハミングピンク�海老名で�スマイルピンク�久
里浜で�ハローピンクとい��具合。イ�ージ上�
�れぞれ独自�カラーな�だ。　こうなると�もう
客�と�ても行��と�ても�コーポレートカラー
という�り�マイカラーだ。なかなか心�くい演出
である。
　これ�グラフィック・デザイナー永井��氏�指
導��るという。これで客�「マイバンク」と思�
てくれ�らいうこと�ない。色も使い�うである。

②　川越のコンビニ（写真 -�3）
　コンビニ�サンクスといえば赤�黄�グリーン�
イ�ージカラー�思い浮かぶ。ところ��江戸とい
われ�蔵造り�街で知られる川越�店���屋根�
藍染�暖簾をかけ�店構えで�古い�並み�同化し
ている。
　ともすれば�外から進出してき�企業�派�な色
使いで自己主張する中�あ�て�こうし�地�へ�
配慮を示す企業�姿勢�評価して�い。こ�事例も�
歴史的景観�街づくり��用できる�で�紹介し�

い。

	

③　マクドナルドの新ファサード（写真 -��）
　ファーストフード�店�世界中�都市��延して
いる。しかも色使い�激しさ�競争社��象�でも
ある�うだ。マクドナルドも赤地�黄色�外装で目
を引く店舗と相場�決ま�ている。
　ところ��六本木交差点�ばと日比谷映画街�登
場し�店�違う�だ。地�赤をグレー�変えて�周
囲�街並み�配慮を示している。
　�発参�を果す場合�こ��う�周囲�配慮を示
し�景観的�も同化を�かることこ�礼儀であると
思う。
	

④　島根県の自動販売機（写真 -��）
　篠原修氏��れば�街なか�自�販売機��誰も
損をしないから増え続ける�という��景観上もエ
ネルギー�源（電気）上も問題となる厄介物だ。こ
�厄介物をうまく「くるん」で�景観処理し�も�
�現われ�。
　島根県大田市�大森銀山�街並み�中�あるコカ
コーラ�自�販売機だ。

写真 -�3　埼玉県「蔵造り�街・川越�コンビニ」

写真 -��　東�都「マクドナルド�新ファサ - ド景観」
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　三叉路�いちばん目立つ��位置�ある�だ��
建物�合わせ自販機ごと木製�屋根つきケースを
作�てこれ�納めてしま��から�自己主張するこ
ともなく周囲と��している。
　「景観�配慮�ない自�販売機�街中��置かせな
い」ということ�常識となる�うな先�けとし�い
ケースである。
	

　注）前回お�びこ�章で使用し�写真�うち ���
�� ～ �� ��公共�色彩を考える�「公共�色彩を
考える」（代表：�田至明氏）�所収�も�である。

６．あとがき
　「美しい日本を取戻す�め�」と題して�本誌�拙
文�連載を開始してから ��近く�経過し�。
　こ�間�日本���政権から�倍政権�変わり「美
しい日本」�国是となり�人�心も美しく取り戻�
うと�目的で「教育再生�議」�設置され�。
　こ��議�「ゆとり教育�見直し」から出発して�
教育へ�市場・競争原理�導��教育委��（制度）
�抜本�革など�検討され���結果�「教育�革」
�骨太�レポート（首相へ�提言）�盛り込まれる
�ずであり�わ�国�教育制度を含めて�戦�教育
�見直し�行われること�期待されている。
　こ�こと��見�モノごと�良い方向�進んでい
るか�見える��戦� 60 ��間�染み付い�教育問
題�抜本�革�決して容易で�ない。
　昨�（Ｈ �8）�秋から今��かけて�文部科学省
�関するも�だけでも�実�多く�ニュース�マス
コミを賑わし�。
　少なくとも�つ�大きなニュース�あ���ずで

ある���れら�残念な�らどれ�つ��通��考
えで�善�解決されないうち��いつ�間�か国民
�記憶から消えつつある�う�思う。
①　いじめ自殺問題
②　�部進学校�世界史未履修��る不公�問題
③　教育問題タウンミーティングで�「�らせ」問
　　題　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・。

　若者（子供）�教育��家庭・地域・学校��本
柱で支えられる��いま�こ��つ�バラバラ�考
えで進んでいる�という�り「�しい」という理念
�フラついている。
　子供�自分�自�を�てない行為�ついて�大人
達�反応をうか�う��あちこちで違��解釈を示
されると���中から自分�も�とも都合�良い解
釈�救いを求める��当然�ことである。
　��結果�「価値�多様化」などという�実�アイ
マイで�子供�と�て�実�都合�良い言葉で「な
んでもあり」�世�中�形�され�収拾�つかなく
な�てしま��。
・自分�イヤなら�無理して働かなくても良い
・給食費�払わなくても良いし�税��納めなくて
　も良い
・自分探し�旅��誰�も迷惑�かからない
・親�勝��生んだ�だから�子供�親から完全�
　自由である
・個人�仕合せ�最も尊く�みんな�仕合せ�優先
　する　・・・・・・・・・・・。
　どこへ行�ても「悪いも��悪い！」「��考え�
間違�ている。」とする��本スジ�透��教育を�
自�をも�て継続して行うこと��今�日本�と�
て�最大�課題である。
　�倍新内閣���こ�「あ�りまえ」�こと�実
現され�「美しい国日本」�再生されることを期待し
�い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）

写真 -��　島根県･大田市大森��自�販売機
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1.　����　��������
　近頃�書店�ビジネス書コーナー��必ずと言�ーナー��必ずと言�ナー��必ずと言�ー��必ずと言���必ずと言�
て良い位CSR（Corporate　Social　Responsibility）
�関する書棚�設けられている。行政でも CSR �
関する���を立上げ産業界�方向付け�躍起であ
る。ま��企業で�出来�ばかり�コンプライアン
室を CSR 室へと発展的�組織�革している所も多
い。
　こ��う�CSR�時代を�み解く�ー�ードな�こ��う�CSR�時代を�み解く�ー�ードな�ー�ードな��ードな�ードな�ドな�
ている��用語�解釈�必ずしも統�してない��
実態であり�断片的な知識で CSR �ついて�話す
ると全くかみ合わず�スッ�リしないことも多い。
　本稿で��多忙���向け�「CSR�概要」を紹
介し�次��話題提供として�論を展開し�い。な
お��半部分��前号�拙著「企業内��者�倫理」
と継続するも�である。

2.　�����（��と����企業の��）　�����（��と����企業の��）�����（��と����企業の��）
　CSR �話題� ��70 �代�公�問題（スモッグ�CSR �話題� ��70 �代�公�問題（スモッグ�
水質汚染等）を起点�展開されること�多い。
　産業革�以降�ごく最近まで続けられてき�「効産業革�以降�ごく最近まで続けられてき�「効
率主義 ｣��従来�劣悪で危険な市民生�を急速�
�善し��均寿�も延び�。わ�国�場合�「戦�
復興」を�ー�ード�国全体で �効率主義 ｣を��ー�ード�国全体で �効率主義 ｣を���ード�国全体で �効率主義 ｣を��ード�国全体で �効率主義 ｣を��ド�国全体で �効率主義 ｣を��
してき�。
　��時代�「�戦で��し�経済��を回復させ��時代�「�戦で��し�経済��を回復させ
ること」�企業�社�的責任であり�GDP増加率を
指��全国民�心不乱�チャレンジし�定��果を
得�。
　しかし�ここ ��30 �で事態��変し�。「生産�しかし�ここ ��30 �で事態��変し�。「生産�
�主義」�「公�」��る健康被��「環境ホルモン」
�影響と思われる奇形生物�出現��「地球�暖化」
��ると思われる自然環境破壊�気象災��多発を
生み�労働環境で�経済�高度�長�渦�翻弄され�
恒常的���し「主体性を喪失し�勤労者」を生ん
だ。

　個人�収��増加している��「生���かさ�個人�収��増加している��「生���かさ�
実感」�以前�り�退している感さえある。
　か�て��科玉条��う���されてき�「効率か�て��科玉条��う���されてき�「効率
的生産主義」�疑問符�打�れ始め��である。
　これら�状況�変化から分かる�う��社�からこれら�状況�変化から分かる�う��社�から
期待される企業���達�目��社�背景��り
次々と進化していく。�して�現時点で�産業界�
�題�「効率主義｣���ても�らされ�「負�部分」
�対して責任をとり�新��展開されている �多方
面�グローバル化と情報化」「見えない市民��向」ーバル化と情報化」「見えない市民��向」バル化と情報化」「見えない市民��向」
と��し�形で社��健全的発展�寄与することと
な�ている。
　つまり�従来�企業�責任�囲�生産・販売・�つまり�従来�企業�責任�囲�生産・販売・�
潤分配�経済��を担当する「１つ�歯車」であ�
���現代で�人類社��自然環境�複�なシステ
ム�有機的��わる「重要機能」�な���である。

3.　�����（�����企業�動）　�����（�����企業�動）�����（�����企業�動）
　���うな大役を担う企業���健全度評価�と���うな大役を担う企業���健全度評価�と
して��従来�売上��益とい��「経済指�」だ
けで�不十分であり��れ�加え「地球環境へ�配
慮」「社�的���実施」�「3要素�充�度 ( トリ
プルボトムライン )」とする��「グロ－バル化し
�理念」であり�3要素� �つ�欠けてもCSR�達
�されない。
　これら�ついて若��注釈を加える。これら�ついて若��注釈を加える。

1）地球環境への配慮（ベーシック�問題）
　周知��う��地球�自然環境�危機的状態と周知��う��地球�自然環境�危機的状態と
な�ており�対策実施��寸暇�猶予もない。ま��
あらゆる企業���濃淡�差こ�あれ�何らか�形
で地球環境問題とかかわりを��ており�「地球�
暖化問題」�「水環境�全と水�源���」�「生物環
境�全」等�環境問題を無視して �企業��続的発
展 ｣�ない。
　��中で「地球�暖化��へ���」を�ey �し��中で「地球�暖化��へ���」を�ey �し

CSR（企業の社会的責任）と技術者の関係

技術士（建設部門）博士（工学）土木学会特別上級技術者
（株）復建技術コンサルタント　技師長

寄　稿

渡辺　豊彦
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�環境経営� ��都議定書数値達��国際約束 ｣も
あり�多く�企業で推進されている。しかし�企業
��全体で�「具体的数値目��公表」となると�
目�達��多く��銭的負担を伴う�め�消極的�
なる所も多い。

2）社会的�動の実施（企業�社会の１つの機�）
　これ�「企業�社����外��在する機能で�これ�「企業�社����外��在する機能で�
なく�社����当事者である。」と�認識�基づ
く比較的新しい概念であり�「企業内�雇用�労務�
厚生等�従来タイプ�諸問題」�「企業と��関��
あるステークホルダー ( �主�社��消費者等 ) へークホルダー ( �主�社��消費者等 ) へクホルダー ( �主�社��消費者等 ) へー ( �主�社��消費者等 ) へ( �主�社��消費者等 ) へ
�説明責任」ま��「地域�福祉へ���」「�セナ
（文化��支援）｣等���関��ない��等�比較
的新しい�き等�広��及んでいる。
　こ�うち�ステークホルダーと�対話促進で��こ�うち�ステークホルダーと�対話促進で��ークホルダーと�対話促進で��クホルダーと�対話促進で��ーと�対話促進で��と�対話促進で��
彼ら�多様なニー�を�ち��問題等�複�な展開ー�を�ち��問題等�複�な展開�を�ち��問題等�複�な展開
をすることも多く�経営側�非常�気を使�ている。
例えば�企業�提供する製品�サービス�おいて不ービス�おいて不ビス�おいて不
具合を発生し��全性･�頼性�脅威を生じ�場合
�処置として「隠す」「責任転嫁する」「虚偽�説明
をする」と言���易な方�を選択し対応���
�なれば�不�定多数�顔�見えないステークホルークホルクホル
ダー����上�市場で経営側��を�いてくる。ー����上�市場で経営側��を�いてくる。����上�市場で経営側��を�いてくる。
　製品不�運��高�な損���要求で�老舗企業製品不�運��高�な損���要求で�老舗企業
�なすすべもなく倒産�危機�さらされる事�日常
茶飯事で�経営側�不祥事発覚��いち早くマスコ
ミ�面前で深々と陳謝し「最初�ハードル」をクリードル」をクリドル」をクリ
アし�うとする光景��現在で�珍しくなくな��。

3）企業�動での行為（企業の本来�動との調和）
　CSR�企業����部であるから「企業��を通CSR�企業����部であるから「企業��を通
じて顧客�満�を与え�かつ��潤を��する事」
�大切である。こ�思��何も CSR 問題で急�登
場し�わけで�ない。例えば��宮尊徳� �報徳思
� ｣で � 道徳なき経済�罪悪であり�経済なき道徳
�寝言である｣と言い�渋沢栄��「道徳経済合�説」
で「事業と言う以上�自己を�すると同時�社�国
家をも�することでなくて�ならぬ」と説いている。
　現在�多く�企業で「CSR�基づく�続�能な発現在�多く�企業で「CSR�基づく�続�能な発
展」を PRしている��解釈で�「コンプライアン
ス経営で自社��続性を��すること」としている
事�多い。発展�対象を社�でなく自社�限定する
と�「先人�教え」を矮�化する事�なり�残念な

思いである。

4.　�����（����社会的����）　�����（����社会的����）�����（����社会的����）
　CSR ��け�だけで�達�されない。CSR を具CSR ��け�だけで�達�されない。CSR を具
体的�推進する方�として�「企業� CSR ��度と
企業�本来的目的 ( �潤追求 ) を�体的�定量評価
する試み」�展開されている。これ�「企業�CSR
�達�度で投�家�投�意欲を差別化する仕組み」
であり「SRI：Socially	 Responsible	 Investing( 社�
的責任投� )」と呼ばれている。

1）C�� の評点機関 ( 欧米の例 )
　��で� CSR ��度を具体的�評価し���度��で� CSR ��度を具体的�評価し���度
�高い企業�対して得点を与えてラン�ング付けす
る評価機関�ある。例えば「企業とタバコ�軍需産業�
ギャンブル�アルコール等とネガティブ要素と��ール等とネガティブ要素と��ル等とネガティブ要素と��
り」を定量的�評価し�企業��ち点から減じて企
業ラン�ングを付け公表する機関である。
　ラン�ング�高い企業��「CSR ���高い優良ラン�ング�高い企業��「CSR ���高い優良
企業」と認定され��主 ( �般市民 ) から多く�投
�を受け�すくなり「�長循環」��るシステムで
ある。
　別な例として�環境����心な企業�対して�別な例として�環境����心な企業�対して�
銀行融��貸付�率を�げ�り ( エコファンド )�投
�を誘導する仕組みも運用されている。
　わ�国でも同様な取組みをする銀行�登場し始めわ�国でも同様な取組みをする銀行�登場し始め
ている。�だ�わ�国�場合��「融�を受ける企
業�ポイント獲得」と共��他行�先�けてエコファ
ンド制度を導�する事で「�融機関自ら�社���
的姿勢を PRする狙い」�方�大きい�うである。

2）市場の制裁（��� の事例）
　全世界で約 �億 �000 ����労働者 (� �から ��全世界で約 �億 �000 ����労働者 (� �から ��
� )�低賃�で労働している。�国�世界的なスポーー
ツ用品�社�売上�これら低賃���労働者�多く
を負�ていること�発覚し「消費者�不�運�」へ
と発展し�。��結果�世界�優良企業�瞬時�う
ち�赤字�社へと転落してしま��。��労働�当
人�家族��重要な収�源であり�違�行為でもな
い��「人間性尊重�面で CSR�反しする」と市場
評価され�。
　市場で��時として「企業�CSR対応�不�際��市場で��時として「企業�CSR対応�不�際��
��り強い規制力を誘導する」こと�事例である。
　�国��主総�で�質疑��従来��務中心で�国��主総�で�質疑��従来��務中心で
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あ����現在で� �/3 �社�・環境問題等「CSR
�関するも�」と言われており���部分で不適切
な対応をとる経営者�いれば�簡��更迭される。

3）わが国の ��� の例
　わ�国でも�「公共事業���時�企業体質評価わ�国でも�「公共事業���時�企業体質評価
指�」として「�務状況評価」と共��「ISO �格
認定�有無」�使われる��周知�ことである。
経済同友��発表し�「市場�進化」（�00�）で�「市
場�経済性�みならず�社�性�人間性を含めて企
業評価すれば社��期待と企業�目的�市場�カニ
�ムを通じて自立的���される�う�なる」と
言�ている。�こで� SRI と具体的��言�ていな
い��間違いなく�れを指しており�「企業��潤
�追求だけで�市場�残れない事」を言�ている。
　「����偽装」「�製品��サンな品質�理」「欠「����偽装」「�製品��サンな品質�理」「欠
陥自�車�リコ－ル隠し」�「欠陥�水機器�修理
�遅れ」�問題�発覚し�企業��的処罰と比較�
ならない�うな �市場�制裁 ｣を受けている。
不祥事�対して「偽装�隠蔽」等�誘惑�陥り「対
応�遅れ」となると「企業��亡�危機」を迎える
こと��現在�企業経営者�共通認識である。

5.　���（����の C�� の取�組み )　���（����の C�� の取�組み )���（����の C�� の取�組み )
1）メセナ事業（取組み姿勢の評価）
　わ�国企業�CSR導��歴史��い�め�企業��国企業�CSR導��歴史��い�め�企業�
��本体部門で CSR を十分達�する��至�てお
らず��セナ事業 ( 社�福祉�文化事業等 ) �環境
対策事業へ�部分的投��散見される程度である。
　所で�企業�何��直��企業���関�を生じ所で�企業�何��直��企業���関�を生じ
ない人々��セナ事業等�サ－ビスを実施する�
か？
　例えば �地域交響�団支援 ｣「�帯地帯で��林」例えば �地域交響�団支援 ｣「�帯地帯で��林」
等��セナ事業���見�営業的�無駄な投�と思
われる��長期的�����企業�「ポジティブ評
価（真面目な�社）」を受ける事で「企業ブランド
�向上」を図り�「優秀な社����」�「�価維�」
等で�「投�費用以上���還流」を達�している
事�多い。
　要する�社����名を�り�営業戦略であり�要する�社����名を�り�営業戦略であり�
高潔な社�福祉事業団から見れば鼻�ちならぬ偽善
者と見えるかもしれない�「現状�社�環境�善を
指向し�行為」であれば評価でき�う。
2）低燃費自動車開発（��を評価す�）

　自�車業界�「低公�車開発で地球�暖化��！」自�車業界�「低公�車開発で地球�暖化��！」
と環境��をPRして売上げ増加を狙�ている。もし�
地球�暖化����度を言うなら�エンジン�燃焼
効率向上�ハイブリッドカー�開発ばかりで�なく�ー�開発ばかりで�なく��開発ばかりで�なく�
自転車通勤��道等�大量�送交通網を充実させ自
家用車数を減らす方��り効果的で�ある���れ
を自�車業界自ら言い出す事�ありえない。
　自�車業界���意�で偽善者か？��企業��自�車業界���意�で偽善者か？��企業��
自ら�収益性を犠牲�してまで社�的責任 (CSR) を
果�す必要�無いし�当然�行為である。
　���機付け�ライバル社と�競争勝��売上げ���機付け�ライバル社と�競争勝��売上げ
増加であ�ても�低燃費機関�開発�結果として地
球�暖化���寄与することとなり�開発�果を企
業�環境報�� SRI を意識し� PR���ネタ�し
ても良いと思う。ま��CSR実施企業として社��
向けアピールすることも�され�う。ールすることも�され�う。ルすることも�され�う。

3)　�����動（行動を評価す�）　�����動（行動を評価す�）�����動（行動を評価す�）
　地�水�時�「建設業界�げて�救援��」� �地�水�時�「建設業界�げて�救援��」� �
緊急時�無��仕 ｣で��業者�参加目的��部�
「本格的復�工事�論功行賞的な有�受注」�あ��
としても��容できる事と思う。
　災�時�緊急対応��自助�共助�公助�例えで災�時�緊急対応��自助�共助�公助�例えで
も分かる�う��火災時�消火����うな自治体
消��み�対応で�とても���りないし��れを
待�ていて�被��増大する。��中で建設関連業
界�自ら�得意分野を�かし支援��へ参加するこ
と�「CSR」�立場から自然�行為である。
　�機����歴史ある文化�団�企業�姿勢と比�機����歴史ある文化�団�企業�姿勢と比
べると見劣りする点�あ�ても�結果�社�性向上
���していれば「�容できる線引き」であり「企
業も�企業内��者もCSR�実施者」と言え�う。

6.　���（��の�事���）　���（��の�事���）���（��の�事���）
１)　��企業������の��（�������）　��企業������の��（�������）��企業������の��（�������）
　( � ) 経済広報センター��般市民対象�実施し�ー��般市民対象�実施し���般市民対象�実施し�
アンケートで「企業�求める社�的責任 (CSR) �優ートで「企業�求める社�的責任 (CSR) �優トで「企業�求める社�的責任 (CSR) �優
先順位」を��し�所���位�圧倒的�「企業�
本業�徹すること」とな��。つまり�「社����
環境対策云々も�本業で合格点を得てから実行せ�」
と��ッセージで�当然と言えば当然�ことである。ージで�当然と言えば当然�ことである。ジで�当然と言えば当然�ことである。
　前号�拙著「企業内��者�倫理」でも述べ���前号�拙著「企業内��者�倫理」でも述べ���
「社�的問題�解決」�ついて�問題�本質を知り�
適切な解決策を提案し実行できる人�組織�中心�
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な�て実施すること�効率的で間違い�ない。�れ
ら�人�機関�専門家と呼ばれるプロ集団であり�
「専門家�責任意識�喚起」を��促し�い。
　例えば�現在�「�暖化����」�多�的�推例えば�現在�「�暖化����」�多�的�推
進されている��新エネルギ－�用���低燃費型
エンジン開発等��れら�開発�誰でも出来る事で
�ない。
　極論すれば�「関�する��者���開発を��極論すれば�「関�する��者���開発を��
させると�地球�暖化��実�進行する。」とも言
える。
　現象面��果関��研究者��エネルギーシステ現象面��果関��研究者��エネルギーシステーシステシステ
ムを考案する開発��者���分野を推進する。道
路整備��翼を担う行政官�土木設計��者�「ITS
�用で渋��ない交通体�」を整備し�「急勾配�
ない道路線形」を立案する。国家間�エネルギ－戦
略�ついても造詣を���「経済�コーディネ－ーディネ－ディネ－
ター」も必要であろう。彼ら����暖化���効ー」も必要であろう。彼ら����暖化���効」も必要であろう。彼ら����暖化���効
率�く寄与できる立場�いる。こ��うな「多岐�
渡るプロ集団」�自ら�使��重要性を認識しな�
ら得意分野を世�展開する義務�ある。
　話�わき道��れる。��内閣以降�政策運営�話�わき道��れる。��内閣以降�政策運営�
「官邸主導制」�目立�ている。�部内閣�「教育
再生�議」で��わ�国�教育行政�見直しと言�
�重要課題を�「教育学�専門家」�「教育現場等
�プロ」�意見�り�話��長け�外食産業社長�
スポ－ツ選�等�「アマチュア�意見」を尊重して
決めていこうとしている�う�見受けられる。
　プロ�アマチュア�感覚で原点���て発言するプロ�アマチュア�感覚で原点���て発言する
こと�望ましい��「アマチュア�プロ�真似をし
て発言すること�百�あ�て��なし」と思う��
�さん�どう思いますか？

2) �会の��（�会��事�であ�）  �会の��（�会��事�であ�）�会の��（�会��事�であ�）
　大学�独立行政�人化��り�大学�学��「�大学�独立行政�人化��り�大学�学��「�
般社��向け�働きかけ」��発化している。
　土木学���� �8 �度��長�別委��で� �土木学���� �8 �度��長�別委��で� �
土木�未来･土木��者�役割 ｣ を提言している。
　こ�こと�従来�研究����倒�学��あ�てこ�こと�従来�研究����倒�学��あ�て
��歩前進である��市民生��インフラ整備��
�関��深い学��行為として�不十分である。「提
言公表」からさら�進んで��れを実現する�め�
�行政�民間企業�公共施設�理者�向けどう�く
べきかプロセスとスケジュールを含めて「具体的でールを含めて「具体的でルを含めて「具体的で
スピーディな提言」をすべきで�「注意喚起�提言ーディな提言」をすべきで�「注意喚起�提言ディな提言」をすべきで�「注意喚起�提言

を発�し��でお役御免………」で�無責任極まり
ない。

3）���個人の�割（�����事�であ�）
　専門��者����先��いる。�こ��環境�専門��者����先��いる。�こ��環境�
�災��全ほか多く�社�問題�山積し�フェイ�
も「事象解明�開発��続き問題」等�多種多様で
ある。
　最�����専門とする��設計業務�建設工事最�����専門とする��設計業務�建設工事
�「ダンピング」�ついて�見を述べて本稿を終え
�い。
　ダンピング問題��基本的��「需要 ( 事業量 )ダンピング問題��基本的��「需要 ( 事業量 )
と供給 ( 受注業者数 ) �アンバランス」��を発す
る社�構造的問題であり�「発注機関」�「業界�
指導的協�」等�社�構造を変える事�出来る組織
�「期待されている機能 ( 責任 )」を本気で遂行せね
ば解決�難しい。
　現在�発注機関から「不適格業者���」と �適現在�発注機関から「不適格業者���」と �適
切な総合評価方式 ｣�向け幾つか����提案され
ている��官民双方�支�を受けて纏まる迄��少
し時間��かると思う。
　しかし�こ��うな��期�あ�ても�個々�企しかし�こ��うな��期�あ�ても�個々�企
業�企業内���者��時代�インフラ整備を担当
する当事者として CSR �視点で「問題�危険性と
異常性」を折�触れて外部�訴え続ける使��ある
と思う。
・ダンピング価格で建造され�施設�劣悪な�め�
　早期�修�必要となり���� ( ライフサイクル早期�修�必要となり���� ( ライフサイクル
　コスト ) でコスト評価すると�結局�高価となるコスト ) でコスト評価すると�結局�高価となる
　�能性�ある事。�能性�ある事。
・ダンピング価格で契約し�設計��ミス�多く�
　重大な品質欠陥から�コスト損失ばかりか取り�重大な品質欠陥から�コスト損失ばかりか取り�
　し�つかない社�的損失を起こす危険性�あるし�つかない社�的損失を起こす危険性�ある
　事。事。
・設計�多少��間を�ければ�かけ����数倍
　�工事コスト低減��能となる場合�多い事。�工事コスト低減��能となる場合�多い事。
・�全対策費�環境対策費�社�経費��請け経費
　等��果品原価�直��らないと思われる経費的等��果品原価�直��らないと思われる経費的
　コストを�減すると�「過労��る労災�」��コストを�減すると�「過労��る労災�」��
　うな人道的社�的損失を起こす危険�ある事�等うな人道的社�的損失を起こす危険�ある事�等
　である。である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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　1.　����
	 	猪苗代湖��福島県�重要な水�源であり�かな
水環境�シンボルである��近��湖水� pH�上
昇傾向�みられるほか�湖岸付近で黒色浮遊物など
�発生し�水環境�急激な悪化�前兆と考えられる
現象�起きている。
　美しい猪苗代湖を次世代�引き継ぐ�め��� ��
� 3 月�「福島県猪苗代湖及び裏磐梯湖沼群�水環
境��全�関する条例」�公�され�農業を営むも
��適�な施肥�用水��理を行うこと��り窒素
等�流出�抑制�努めること�稲わら�刈り取��
�草等を公共用水域へ流出させない�う適切な�理
�努めること�規定され�。
　こ�地域�水質�負荷を与えている要���全窒
素で�山林原野など自然�� �6％�次いで農業��
�7.6％�生��� 8.�％�COD で�自然�� 6�％�
農業�� ��.7％�生��� ��.8％とな�ており�全
りんを�くと負荷���位�自然��次いで農業で
あると推定されている（表１）。農業��山林原野�
由来する自然�と異なり�人為的な耕作���場で
あることから�作物�肥培�理�方����て�水
質�負荷を与える�能性�ある。���方で�農業
��つ景観�維��環境�全機能も注目される�う
�な�ており�農業生産と水質等�維��両立を図
ること�重要と考えられる。
　猪苗代周�地域�水田地帯であり�猪苗代�だけ
でも約 ��000ha �水稲作付け�あることから�水田
から�負荷物質��出�軽減対策�ついて検討する
必要�ある。福島県農林水産部で���� �� �度か
ら �8 �度�かけて�猪苗代湖周��実証ほ場を設置
して地域�水質���水田から�窒素�稲わら��
出を抑制する栽培���実証�取り組んだ�で��

�概要を報�する。

表１　猪苗代湖流域�汚濁負荷量�割合（％）　�)

						

�� �� �度推計値
自然�：山林原野等　　　	農業�：水田�畑
生��：�水�し尿処理等　観光�：旅��観光客等
都市�：住宅

2.　試験の方法
2.1　調査地域の設定
　実証試験��生���水等�影響�少ない猪苗代
�八幡地�を実証地�として選定し�稲作期間中�
かん�い水�水質等を定期的���すると共��地
�内�実証ほ場を設置し�水田�おける作業と負荷
物質��出�関��ついて検討し�。なお�地��
水田面積�約 70ha で�堰あげ（用水�かん�い開始）
� �月 �6 日である。
2.2　水田からの窒素の排出
　(�)		実証地���水路�おける水質�変化
　実証地�を流れる用水お�び�水路から定期的�
採水し�全窒素等�水質�分析を行��。
　なお�採水お�び水質�分析方���農業用水�
水質���準じて実施し�。
　(�)		施肥�と水田から��水�水質
　水田から�窒素�流出を減少させる�め�滋賀県
�琵琶湖等で実施されている側条施肥�最近開発さ
れ�苗箱施肥��る田面水中�窒素�分�減少�落
水時�窒素��出�ついて検討し�。側条施肥��
田�えと同時�専用�田�機で肥料をイネ��元�

項　目		自然�		農業�		生��		観光�		都市�	
C	O	D				6�.0						��.7						��.8							 �.7								3.�	
全窒素		 	�6.0						�7.6							 8.�						��.7								�.8	
全りん			 3�.6					 		�.�						��.6						��.�								�.�	

水田からの窒素成分および稲わらの流出抑制技術
猪苗代湖の水環境に配慮した稲作の実証

荒川　市郎
技術士（総合技術監理部門、農業部門）
福島県農業総合センター
会津地域研究所　所長

技術漫歩
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施用する施肥�である。ま��苗箱施肥��本田�
必要な窒素肥料を溶出量�コントロールされ�肥効
�節型肥料を予め苗箱�施用する方�である。いず
れ�方�も田�えまで�水田�肥料を散�しない�
で�田�え�準備��め田面水を落水する際�肥料
分��出�少ないと予�される施肥�である。
　実証ほ��約 �.�ha �水田を 3分割し�あき�こ
まちを用いて地域慣行�全層施肥・追肥体�と比較
し�。
		慣行����月 � 日�所定�量�化�肥料を機械
散�し���耕起�代かきを行��。
　実証ほ��前��水稲収穫��ロータリ耕を行い
生わらをすき込んだ水田である。ま��５月�再度
ロータリ耕を行い�通水開始��水�代かきを行�
�。代かき��再度かん水し田面�露出しない�う
�水�理し�移�日�当日田�え��能な水深まで
落水し�こ�時��水�ついて定期的�採取し分析
を行��。
　移���水�理��いずれ��も�般慣行栽培�
準じて�理を行い�中�しまで間断かん�いを継続
し�。中�し��７月中旬から実施し�。
　(3) 稲わら�浮遊と流出
　実証ほ����おいて��� �� �お�び �� ��
田�え直前�風��吹き寄せられ�稲わらを回収
し�乾物重を求め浮遊量を��し�。ま��田�え
時�落水�伴い�出されるわらを水田��水口で回
収し�ほ場外へ�流出量を求め�。なお��� ��
���水�５月 �7 日�代かき�５月 �8 日である。

　
	�� �� ����地域�おけるわら��出状況を�

�する�め�代かき最盛期�５月 �7 日お�び �8 日�
田�え期間中�５月 �3 日お�び �6 日�実証地��
�水路��流�トラップを設置し�わら等�有機物
を回収し流量を測定し�（図１）。
　いずれ���も回収し�稲わら��部を乾燥し�
乾物重を求め�。

3.　試験結�及び考察
3.1　実証地区の排水路�おけ�水質の�化
　�水路�全窒素濃度���月中旬お�び 7月中旬
�高か��（図２）。�月中旬��水田へ��水�代
かき�田�え�時期であり�代かき前��余分な濁
水�放水��田�え�準備��め�落水��り窒素
分�流出し�も�と考えられる。
　ま��7月中旬��中�し�時期�相当し�移�
�水田�発生し�藻類�土壌中で無機化し�窒素�
分�落水ととも��出される�めと考えられる。

	3.2　施肥法と水質
　慣行施肥で��田�え前�落水��り１ha 当�り
約 �kg �窒素�流出し���側条施肥で� �8％�苗
箱施肥で� ��％軽減でき�（表２）。いずれ�施肥
�とも代かき時��土中�施肥窒素�ない�め�田
面水へ�肥料�分�溶出�抑制される�めと考えら
れる。
　しかし�これら�施肥�で��田面水中�粘土鉱
物�有機物�浮遊し�状態�なり�懸濁物質�逆�
増える傾向�ある。同様�リン酸等�負荷�増えて
おり�懸濁物質�結合し�まま�出されていると推
察される。

図１　稲わら流出����め�集塵装置　�)

図２　用�水路�全窒素濃度�推移　
�)
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側条施肥	

苗箱施肥
慣行施肥	

3.3　施肥法と水稲の収量
　水稲�収量��側条施肥�苗箱施肥とも�慣行�
り多くな��。こ�原���主�籾数�����る
ところ�大きい。

　

　慣行施肥：全層施肥（窒素 �7kg/ha)�
　側条施肥：ペースト肥料（窒素 83kg/ha)
　苗箱施肥：肥効�節型肥料（窒素 70kg/ha)
　�00� ���

3.4　稲わらの浮遊
　代かき��水田�浮遊する稲わら�量��ha 当
�り乾物重で 30kg ～ �6�kg であり��次間差�見
られ�（表４）。前��秋�水田�すき込まれる稲
わら�量��ha 当�り 6 ｔ前�であることから�
すき込み量� 0.� ～�％�代かき���て浮遊する
と推察され�。これら�稲わら��田�え時�水田
�風��吹き寄せられ夾�物となる�め�引き上げ
られること�多い���部�代かき時�濁水と共�
�出され�り�田�え前�落水���て�出される
も�と推察される。
　�般��稲わら�浮遊量��代かき時�水深�深
い場合�多くなると言われており�こ��うな状態
で代かきし�場合��田�え前�水深を�節する�
め強制的�落水されること�多い。実証ほ�おける
田�え時�落水��るわら�流出量��浮遊し�わ
らを人力で回収し��め�すき込み量� 0.�％程度

であ��。

　　　　				
	
								
	　

　浮遊量：田�え時�田面�浮遊している稲わら
　流出量：田�え時�落水�伴いほ場外��出され　　
　　　る稲わら

3.5　実証地域�おけ�稲わらの流出
　�� �� ��おける実証地���水路�わら流量
��５月 �7 日� ���kg��8 日� ���kg であ��（図
�）。こ�地��代かき��５月 �7 日� ��.7ha��8
日� 3�.7ha で�ほとんどこ�２日間�集中しており�
�水路�流れ�わら�量��当日代かきしている水
田�すき込まれ�わら�約 0.�0 ～ 0.��％�相当し�
実証ほから��出量と比較的良く�致する。

　

			わら�時刻別流量��午前��時お�び��時�ピー
ク�認められており�午前と午��作業�最盛期と
ほぼ�致する。こ�ことから�わら��代かき時�
水田�推移を�節する�め余分な濁水を放水する�
�伴�て�出されていると考えられる。
　�方�田�え期�相当する �月 �3 日お�び �� 日
��水路�おけるわら�流量���れぞれ 30kg�
�6kg であり�代かき時�り少なか��（図�）。田

図�　実証地���水路�おけるわら�流量	
�)

表２　施肥�と落水時�負荷物質�流�量　
3)

	全窒素													懸濁物質								　全リン
施	肥	�

	(kg/ha)				(%)				(kg/ha)			(%)				(kg/ha)			(%)

	0.7�

	0.�7
	0.�7

		8�	

	��	
		(�00)		

78.3

	7�.6
	38.7

	�0��	
	�87	
		(�00)		

	0.3�

	0.��
		0.�3

	�6�	

	�8�
		(�00)		

慣行施肥：全層施肥（窒素 7�kg/ha)��00� ���

表�　　施肥�と水稲�収量　
3)

精玄�重										穂　数				　						籾　　数
施	肥	�

(kg/a)				(%)			( 本 / ㎡ )			(%)		(�00 粒 / ㎡ )				(%)

側条施肥

苗箱施肥
慣行施肥

		60.7	
6�.6	
�8.3

�0�		

	�06	
(�00)		

	���

	��0
	�3�

	�0�	

	�7	
		(�00)		

	3�7

	33�		
3��

		�0�
	�07		
(�00)		

表４　稲わら�浮遊お�び流出量 ( 乾物重 kg/ha)
	�)

	�� �� �　							　　	�� �� �	
ほ場

	浮遊量				流出量　				浮遊量　	流出量	

	Ａ
	Ｂ
�

		�6�		
	���	
		�7)		

3
	�	
	3	

	�8
	7�	
	30	

	6		
	��			
��)		
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�え時���代かき���て浮遊し�わら�水田�
風��吹き寄せられ�移�作業�障�となることか
ら落水前�引き上げられること�多く��水路へ�
流出�少なくなると考えられる。

4.　環境負荷軽減のた�の対策と課題
4.1　水田からの窒素の排出軽減
　中山ら��水田から�出される窒素�負荷�最も
高い時期��水田から大量�水��水される代かき
～田�え期�時期であると指摘している �)。こ�こ
とから�負荷を軽減する�め�対策として��余分
な水を放水しない�う�水をコントロールすること
�重要である。しかし��� �� ���う�代かき
前�降水量�多いと深水�まま代かきせざるを得な
い�め�窒素�負荷�高まること�なる。こ��う
な場合�懸濁物質�沈殿するまで�日程度待�てか
ら田�えをする。こ�場合�落水��ゆ�くりと時
間をかけて実施し���泥を巻き上げない�う注意
する。
　�方�側条施肥�苗箱施肥��代かき�（田�え
と同時）�施肥する�め�代かき���て田面水�
施肥窒素�溶出すること�ない�め�主として田�
え時�落水�伴う窒素負荷を抑制すること�できる �)。
ま��施肥量を �0% 程度減肥しても慣行と同等�
収量�得られる。しかし�懸濁物質��出�増える
�能性�あり�窒素分以外�肥料�分�施肥�を含
め�検討を実施中である。
4.2　稲わらの排出軽減
　稲わら��出を抑制する���稲わら�浮遊量を
少なくすること�重要である。本来であれば稲わら
��水田から秋�回収し堆肥化して�翌�水田�戻
す��理�的である。しかし�労働力等�関�から
稲わらを水田�すき込む場合��翌��浮遊量�関
�から秋すき込み�良い（表５）。
　　　
								表５　秋耕�有無と稲わら�浮遊量
　　　わら�すき					浮遊量　　	浮遊率	
　　　込み�　			　		(kg/ha)		　（％）

　　　秋耕＋春耕							3�				　		0.6
　　　春耕																78		　				�.�

　ま��代かき時�水深�深いほど浮遊し�すいこ
とから�出来るだけ�水で代かきをすること�大切
である。�水代かき��窒素��出�懸濁物質��
出抑制�も効果�期待できる。
4.3　地域の取�組み�対す���
　水環境�対する負荷を軽減する対策��前記��
う��水田で�作業時�ちょ�とし�配慮をするこ
とで達�できるも�である。これらを地域�おいて
実行してもらう�め��実証事業を通じて得られ�
�果を元�啓発�料を印刷し配�し�。
　ま��側条施肥��う�新�な機械装備を導�し
なければならない�うな対策�ついて��経済的な
支援を行う�助事業を併せて実施し�農家�負担軽
減と対策���早期普及�努め�。
　実証試験から得られ�データを元� ��000ha �水
田から�負荷量を試算すると�田�え時�落水�伴
う窒素�負荷� ���00kg�わら�流出� ���000kg と
なり�当初�予��り�少なか��。しかし�本県
�おける条例制定�趣旨��猪苗代湖�水質汚濁�
富栄養化を未然���することであり�きれいな湖
をきれいなまま未来�引き継ぐこと�重要である。
農業�おいても�続性�高い農業を基本としな�
ら�生産性�維�と環境負荷を少なくする方��両
立�ついて積極的�取り組むととも����取り組
み��も�を内外�アピールする必要�ある。

引用文献
�）福島県生�環境部環境指導課：猪苗代湖及び裏
　磐梯湖沼水環境�全推進計画，�00�
�）荒川市郎ら：猪苗代湖�水環境�配慮し�稲作
　�実証�水田�おける作業と肥料�分お�び有機
　物��出�農業機械学�東北支部報　� �0 号
3）福島県農林水産部：猪苗代湖等湖沼水環境��
　さしい農業推進事業�績書（�� �� �度～��
　�8 �度）
�）中山秀貴ら：水田地域から�水質負荷物質��
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�）中山秀貴ら：移�前落水時�水質負荷物質�低
　減をねらいとし�側条施肥�効果�(�006)�東北
　農業研究�� �� 号
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1.　����　��������
　��合格まで�経緯���次試験を �回受験お�
び�次試験を �回受験することで化学部門を合格し
まし�。近しい環境������おらず�試験勉強
�独習で進めていまし��で�次試験を合格し�時
��報われ�と�思い�強く�嬉しく感じまし�。
　�次試験受験から�次試験合格まで�期間� ��
�弱�渡り���受験�機も変遷し�と感じられま
す。こ�場で���合格まで�経緯と�機を追�て
体験�として述べさせて頂きます。
２．一次試験
　学生時代���７���次試験を受験しまし�。
当時何を思���か今とな�て�おぼろげ�な�て
しまいまし���学内以外�視点を欲してい���
根��あり�在学時点で���面で�外部評価を得
る事��機であ��と思います。ま�国家�格を取
得する目的で受験し��も初めてで試験�囲�在�
て無い様なも�と感じまし����次試験を合格し
�とき��大学で�教育内容を再認識しまし�。
3.　実��験　実��験実��験
　�次試験を合格しまし���指導頂く����方
�おらず����へ�登録�行いませんでし�。�
こで当時� 7��実務経験で�次試験を直�受験で
きまし��で�こ�方向で�受験へと切り替えまし
�。幸い�も就職�も学生時代から�分野を生かし
�方面で�実務�従事でき�貫し�経験を積んで行
くこと�出来まし�。
　�だ�こ�時期�意欲�減退し�こと��めませ�だ�こ�時期�意欲�減退し�こと��めませ
ん。実務経験�数を満�し��ちも機��あ���
も�わらず直ぐ��次試験�挑戦しなか�����
実務�直結する訳でも勤務先から�評価�ある訳
でも無い��役�立つ�かと�疑問を抱い��めで
す。
　しかしこ�疑問を���ことで�何�こ��格をしかしこ�疑問を���ことで�何�こ��格を

取得し�うとする�かという受験�機を見つめ直す
機��な���だと思います。
4.　�次試験（一��）　�次試験（一��）�次試験（一��）
　結局�自分自身��め�自分自身を磨く数多くあ
る��段を選択している�だと納得し�ことと�こ
���分野�従事して �0 ��過ぎ��切りをつけ
る機�だと感じ�こと�契機となり�次試験�受験
を決意しまし�。
　受験勉強�約��前から準備を始め�まず�業務
内容�書き出し���業務�開始から完了まで��
�的な推移�整理を行い��れを限られ�中で表現
する方向でまとめる事で進めていきまし�。
　�回目��次試験で�筆記試験�体験業務�項目
で不合格となりまし�。こ�時�試験問題で�目的
未達�体験業務�対する回答で不合格であ���だ
ろうと筆記試験終了�直��感じまし�。
5.　�次試験（���）　�次試験（���）�次試験（���）
　�機付け�明�であ���で�回目�受験�際し
て�意欲�減退�無く�むしろ奮い立�てい��う
�思います。��甲斐あ�てか�回目�て筆記試験�
口答試験とも合格しまし�。
6.　��　����
　�次試験で�勉強でこれからも非常�役�立つと�次試験で�勉強でこれからも非常�役�立つと
感じ�こと��業務を俯瞰してまとめる視点を得�
ことで�こ�点だけでも受験を決意して�か��と
思�ています。
　長丁場�受験でし��知識�りも意欲�ほう�重
要でし�。��中でも主体的�目的を決め����
��機�継続�必要であ��と感じています。経験
として�先ず�立ち位置もしく��機を明��して
進め�事�合格へ��歩であ��と思います。�機
��ら�ないことで自身と���自己分析も冷静�
行え自己評価でき�と考えています。これ�他�場
面でも役�立つと思�ています。　　　　　以　上。　　　　　以　上以　上　上上

合格の感慨

技術士（化学部門）
キャボットスーパーメタル㈱会津工場

福井　雄

合格体験記

平成１８年度　二次試験、化学部門

平成 �9 年 7 月 � 日第 45 号
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　合格でき�最大�理由�すぐれ�指導者�出�え合格でき�最大�理由�すぐれ�指導者�出�え
����言��きます�研究分野�い���と�て����言��きます�研究分野�い���と�て���言��きます�研究分野�い���と�て��研究分野�い���と�て�研究分野�い���と�て��
���という�格�なじみ�ないも�でし�。い�。い�い�
だい�名刺����という肩書き�ある�を時々拝
見して�ど��うな�格だろうと思��くらい���ど��うな�格だろうと思��くらい��ど��うな�格だろうと思��くらい�����
���ついて無知でし�。�れ� ��前�ことです。。�れ� ��前�ことです。�れ� ��前�ことです。。

２．��士を�ざして
２．１　動機
　研究だけでなく�沼��全作業を実際�行なう��沼��全作業を実際�行なう�沼��全作業を実際�行なう�
�と�て�多く�団体�コンサルタント�方と�連�多く�団体�コンサルタント�方と�連多く�団体�コンサルタント�方と�連�コンサルタント�方と�連コンサルタント�方と�連タント�方と�連�方と�連
携�必�です。優秀なコンサルタント�方と�りと。優秀なコンサルタント�方と�りと優秀なコンサルタント�方と�りとタント�方と�りと�方と�りと
りをしていく中で�実�分野をも�と勉強しなくて�実�分野をも�と勉強しなくて実�分野をも�と勉強しなくて
�いけない�と身��みて感じていまし�。　���と身��みて感じていまし�。　��と身��みて感じていまし�。　��。　��　��
とき��あ�て���明さん（建設部門）と�����あ�て���明さん（建設部門）と����あ�て���明さん（建設部門）と���
お仕事をさせてい�だく機��めぐまれまし�。 �。 �	�
�さんから����ことをいろいろと伺い�受験を�受験を受験を
すすめられまし�。自分なり�もいろいろ�べ�結。自分なり�もいろいろ�べ�結自分なり�もいろいろ�べ�結
果�これ���と�て必要不�欠な�格だと認識す�これ���と�て必要不�欠な�格だと認識すこれ���と�て必要不�欠な�格だと認識す
る�至り�挑戦しまし�。�挑戦しまし�。挑戦しまし�。。
２．２ 合格す�まで
　��さん�ご指導�とても的�でし�。部門�専。部門�専部門�専�専専
門とする事項�内容と��専門分野と�整合性をき
ち�と把握され�ご指導でし�。顧みる��こ�こ。顧みる��こ�こ顧みる��こ�こ�こ�ここ�こ
と�当時�����世界を俯瞰できず�い��������世界を俯瞰できず�い�������世界を俯瞰できず�い���
と�て重要なことでし�。こ�整合性をきちんと。こ�整合性をきちんとこ�整合性をきちんと
とれていないと�試験�合格できないことを�から�試験�合格できないことを�から試験�合格できないことを�から
知���です。。
　� 次試験をギリギリ�ラインで合格し�あと��� 次試験をギリギリ�ラインで合格し�あと�����
次試験�受験勉強を始めること�なりまし�。��。����
論文�執筆時期と重な�てい�ということもあり��
最初�２次試験を来��し�うという気�ち�あり
まし�。しかし���さんから�タイトなスケジュー。しかし���さんから�タイトなスケジューしかし���さんから�タイトなスケジュー���さんから�タイトなスケジュー��さんから�タイトなスケジュー�タイトなスケジュータイトなスケジュー
ル�ときほど�らないとダ�だ。と言われ��転し。と言われ��転しと言われ��転し��転し�転し

て前向きな気�ち�なりまし�。あ��言�なけれ。あ��言�なけれあ��言�なけれ
ば�今�����肩書きをもつこと�できなか���今�����肩書きをもつこと�できなか��今�����肩書きをもつこと�できなか�������肩書きをもつこと�できなか������肩書きをもつこと�できなか��
�ずです。ず�と感謝している�言です。　　。ず�と感謝している�言です。　　ず�と感謝している�言です。　　。　　　　　
　経験論文���沼・内沼�ブラックバス���つ経験論文���沼・内沼�ブラックバス���つ
いて書きまし�。ここで�����論文と研究論文。ここで�����論文と研究論文ここで�����論文と研究論文�����論文と研究論文����論文と研究論文
�違いを��きりと認識すること�できまし�。最。最最
初�経験論文����も��もかからなか��と思���も��もかからなか��と思��も��もかからなか��と思
います。��さん�ねばり強く�丁����をして。��さん�ねばり強く�丁����をして��さん�ねばり強く�丁����をして�丁����をして丁����をして
�さいまし�。　口�試験�準備で�，宮�県アセ。　口�試験�準備で�，宮�県アセ　口�試験�準備で�，宮�県アセ
ス�ント協������先輩方�模擬試験をしてい
�だきまし�。���受験を心から応援する�とい。���受験を心から応援する�とい���受験を心から応援する�とい�といとい
う気�ち�あふれ���しくも暖かい面�でし�。��しくも暖かい面�でし�。�しくも暖かい面�でし�。。
プレッシャー�弱い��と�て�模擬面��本番��模擬面��本番�模擬面��本番�
様子をシュミレーションする上で貴重な体験となり
まし�。　。　　
３．おわ��
　徒弟制度という言葉�あります。時代��ぐわな。時代��ぐわな時代��ぐわな
い�う�感じる言葉です�����世界�本質をつ����世界�本質をつ���世界�本質をつ
い�言葉と��考えています。�き指導者からきち。�き指導者からきち�き指導者からきち
んとし�指導を受けること�これ�合格へ��番��これ�合格へ��番�これ�合格へ��番�
近道な�だと思います。ま�����を取得して�。ま�����を取得して�ま�����を取得して�����を取得して����を取得して��
最初��か��と思��こと��社��おける自分�社��おける自分社��おける自分
�立場を再認識でき�ことです。��立場的�環境。��立場的�環境��立場的�環境
優先�考え方�中�いる�です���こ�環境以外��こ�環境以外�こ�環境以外
���聞こえ�くい場所です。����部門数�多。����部門数�多����部門数�多
さ�，広�な��分野を包括していることを意�し
ます。��中�環境部門という位置づけをし�かり。��中�環境部門という位置づけをし�かり��中�環境部門という位置づけをし�かり
と認識し�これからも精進していき�いと思います。�これからも精進していき�いと思います。これからも精進していき�いと思います。。
　

合格体験記

技術士に合格して

技術士（環境部門）　　博士 ( 農学 )　　博士 ( 農学 )
宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団・主任研究員

嶋田　�郎　�郎�郎

平成１8 年度　二次試験、環境部門
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1.　����　��������
　��受験目的��長��社�品質�理�指導を頂
きまし��永作他忠�先生�「も�造り�知恵」を�
��弟子として次�世代�伝えなければと考え��
��段として「���」�あればと思い受験し�次
�です。まず�� �� ���次試験を挑戦し�こ��次試験を挑戦し�こ�次試験を挑戦し�こ�
時� �� �近く�な�ており�定�まで�期間で取
得できるか�切羽詰ま�て受験し�記憶�あります。
　「�次試験」����で�スし��れから�次��次試験」����で�スし��れから�次�次試験」����で�スし��れから�次��次�次�
「経営工学」を２回目で通過し�今回「総合��監理」
を１回で合格しまし�。��経過というか��なり
�体験を記載い�します。
2.　������野������での�合格　������野������での�合格������野������での�合格
　「経営工学」��社で�業務��番長く�指導先
生�カバン�ち�社内�事務局などを従事しまし�
�で��う難易度�高くない。何とかすればいける
も�と考えておりまし����こ���り����
試験でし�。油断というか�論文など�事前勉強��
過去�業務を�モし�程度で挑み�見事�不合格で
し�。これ��ショックでし�。
　�回目��過去問から�論文訓練�集め�専門書
�切り取り���専門外�ロジステック��融など
�インターネットを�用し�料を��しまし�。�
�量�半�でなく��ソコン印刷でインクカート
リッジ��晩でなくなることもありまし�。こ�印
刷�ファイリング��順でかなり�情報��こ�作
業から������か�記憶力�落ち��職��良
か���うです。
　しかし��ープロ病というか�漢字を書く時��
なぜか書けない�です。�こで�ソコンで�漢字�
書き込み練習です。これ��まい��も�でし�。
3.　�����場���の���を�水の�で　�����場���の���を�水の�で�����場���の���を�水の�で
　「総合��監理」�アイテム�体���現在�仕事
というか�公����理者�部�育�など��れな
り�経験しております�で�過去�「集大�」�気
�ちで勉強しまし�。
　�だ�受験時期�問題でし�。試験日� 8月上旬

受験準備は「時間の屑を資料に変換、そして整理・整頓・清掃」

技術士（経営工学部門、総合技術監理部門）部門、総合技術監理部門）、総合技術監理部門）
関西スリーエム株式会社　製造室マネジャー

矢萩　三郎

平成１８年度　二次試験、総合技術監理部門

でし���くしくもこ� 8月�現勤務地�山形工場
から�新規�立地し�関西工場へ�出向内示�あり�
知らない土地で��身赴任です。受験環境�著しく
落ち�出向期間�定�まで�残��間�予�されま
す�で�今回�最��チャンスと考え「背水�陣」
�気�ちで望みまし�。
　勉強方��「�本」です。理解できないところを
前�と同じ方�で�ネット検索��る�料�ファイ
リングです。受験���東��大型本屋さん�寄る
機��あり����関�を覘いてみますと�リスク
マネジ�ント��融など�本�多数�在し�悔しく
思うこと�あります。でもこ�方������合�
てい��かなと思�ている次�です。
4.　��試験�実�した実�で��　��試験�実�した実�で����試験�実�した実�で��
　「口�試験まで来�ら落ち�くない」こ�気�ち
�強く非常�緊張し��を記憶しております。な�
せ５時間前��場で待�ている�ですから当然で
しょう。これで�いけないと思い��永作先生�本
を�みな�ら「実力と�気づくことで�なく��り
抜くことだ」�語録を思い出し�実�し�経験値で
挑もうと思い�受験��め�事前勉強�忘れていく
�を記憶しています。
　自分�「�り抜い�実力」で挑むしかないと思う
と�スーと緊張感�抜けていく��判りまし�。
5.　��方法���らつき�あ�　��方法���らつき�あ���方法���らつき�あ�
　�善と同じで「イロイロな�り方」�ある��当
然です。個人�経験�知識�当然「ばらつき」�ま
�勉強環境（���H）も「ばらつき」ます。�こで
最適な方�を見つけなければなりません。��場合
��次�２点���です。語録で紹介します。
　「時間�屑を集めろ」�して�
「�料��S（整理・整頓・清掃）を繰り�せ」
6.　��わ�がス�ート�　��わ�がス�ート���わ�がス�ート�
　これで「終わりで�なく」当初�目的であ��「も
�造り�知恵」�伝承をしていく「スタート台」�
立��も�と考えます。今�研鑽�勤めてまいる所
�です。宜しくお願いい�します。

合格体験記
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第35回定時総会報告
　� 3� 回定時総���去る �月 �� 日（�）���総数 76� 名�出席者 �3� 名（うち�委任状 33� 通）をも�
て仙台市��レスへいあん　�て開催されまし�。� �号議案～ �号議案�事務局案どおり�決承認され�
� 6号議案�支部長選任��吉川支部長�再任�満場�意で�決されまし�。
　ま���� �� �度��0 �度役� �8 名及び監事２名��前期役��決議事項どおり�承認されまし�。
　なお�例�通り�総��先立�て「部�等・常設委��報�」�行われ��れぞれ��� �8 �度��報�
ならび��� �� �度��方針等�示されまし�。

　
１　建設部�
２　農業部�
�　電気・電子部�
４　応用理学部�
５　衛生工学・環境・水道部�
６　��情報部�
７　����ＰＤ委��

総　　会　　次　　第　　　時間 ��：30 ～ �6：�0

１　開�
２　支部長挨拶
�　総��立報�（事務局��規約 �8 条規定�基づく�議��立�ついて報�する。）
４　議長選出（規約� �� 条� �項�規定を適用し�支部長�議長となる。）
５　議事録署名人�選任（����定款� 33 条を適用し議事録署名人を �名指名する。）
６　議事
　　　　議案：� �号議案　　�� �8 �度事業報�（事務局説明）
　　　　　　　� �号議案　　�� �8 �度決算報�（事務局説明）�監�報�　（監事）
　　　　　　　� 3号議案　　�� �� �度事業計画（事務局説明）
　　　　　　　� �号議案　　�� �� �度予算案（事務局説明）
　　　　　　　� �号議案　　� 3� ･ 36 期　役�承認
　　　　　　　� 6号議案　　� 3� ･ 36 期　支部長選任
７　新支部長挨拶及び新役�紹介
８　H�� �度　����　�長表彰受賞予定者紹介 ( 岸波輝雄　氏�佐々木甲也　氏 )
９　閉��辞

☆記念講演　　　時間　�7：00 ～ �8：00
　　　　　　　　講師　社団�人　日本����　�長　都丸徳治　氏
　　　　　　　　演題　����制定 �0 �
　　　　　　　　（����制定 �0 周�記念事業��環として�記念講演となります。）
☆懇親会　　　　時間　�8：�0 ～ �0：00

☆部会等・常設委員会報告　　　時間：�3：30 ～ ��：��

時　間
�3：30 ～ 37
37 ～ ��
�� ～ ��
�� ～ �8
�8 ～ ��：0�
0� ～ ��
��：�� ～ �6

部　　　� 時　間
�6 ～ 33
33 ～ �0
�0 ～ �7
�7 ～ ��
�� ～ ��：0�
0� ～ 08
08 ～ ��

部　　　�
８　受託業務委��
９　政策事業委��
�0　広報委��
��　��������
��　�災研究�
�3　倫理研究�
��　企業組合　東北���センター
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第 1 号議案　平� 18 年度　事業報告

　１　���試験

　　　�-�　�����次試験（設営準備と監督・運営）
　　　　　　試験実施　宮�県�場（仙台育英学園）
　　　　　　総合��監理部門�必�科目　8月 �日
　　　　　　総合��監理部門以外����部門及び総合��監理部門�選択科目　8月 6日
　　　　　　受験申込者　��7�� 名　受験者数　��080 名　合格者　�6� 名
　　　　　　試験監督�（��� �� 名　アルバイト �8 名）

　　			�-�　�����次試験（設営準備と監督・運営）
　　　　　　試験実施　宮�県�場（東北福祉大学及び東北文化学園大学）�0 月 � 日
　　　　　　受験申込者　���07 名　受験者数　���7� 名　合格者　��7 名
　　　　　　試験監督�（��� �� 名　アルバイト 33 名）

　２　常設委����（当日�総�前�行われる �業績発表� ｣で詳細�述べられます。）
　　　　　　

			�　専門部�及び��研究委����（同上）
　　　　　　

	 	
			４　� 3� 回　定時総�及び研修��開催
　　　　�� �8 � � 月 3� 日（水）　ハーネル仙台
　　　　記念講演：�食育と食��全・�心�ついて ｣　本鍛冶　千修　氏
											（東北農政局　消費・�全部　消費・�全�整官）
　　　　総�参加者　　�00 名
　　　　�親�参加者　 83 名

常設委��
政策事業委��
広報委��
�ＰＤ委��
受託業務委��

���概要
委���開催　7回。ＷＧ�議開催　3回
編集�議　毎月開催。ガイア�ラダイム�発行　�回
支部�ＰＤ���記録
地方自治体へ�広宣��。

専門部�
建設部�
農業部�
電気・電子部�
応用理学部�

衛生工学・環境・
水道部�
��情報部�

���概要
研修� �回�見学� �回
研修� �回
研修� �回
見学� �回�シンポジウム
�回（�災研究�と合同開
催）
研修� �回�シンポジウム
�回�見学� �回
研修� �回

���概要
研修� �回
研修� �回�
シンポジウム開催 �回（地
��災対策��展･宮�県
（�１回）（夢�ッセ）ブー
スも開設）
定例� �� 回�臨時� � 回�
���� � 回�教育���
啓発�����他（���
倫理要綱（案）�検討）

　��研究委��
��������
�災研究�

倫理研究�
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　					５　合格祝賀�及び研修��開催
　　　　							�� �� � 3 月 � 日（�）　　ホテル��R仙台

　　　　　　						研修�：テーマ「優れ�プロフェショナルを目指して」
　　　　　　　　　　　社団�人　日本����　副�長　永田�良　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　		６　�種�議へ�参加

　　　　　6-�　本部総�（�� �8 � 6 月 �3 日）へ�参加
　　　　　　　　（出席者：吉川支部長�今井副支部長�渡�理事　他）
　　　　　6-�　���全国大�（�月 �日から 7日）
　　　　　　　　�場：東�工学院大学��王プラザホテル　
　　　　　　　　テーマ：����創立 �� 周�記念�� 33 回���全国大�（��者へ��頼）
　　　　　　　　　（参加者：吉川支部長�今井副支部長�渡�理事�川�事務局長　他）
　　　　　6-3　理事�へ�出席　　　　6回
　　　　　　　　（出席者：渡�理事）
　　　　　6-�　支部長�議　　　　　　3回
　　　　　　　　（出席者：吉川支部長）
　　　　　6-�　政策委��　　　　　　４回
　　　　　　　　（出席者：江�委�）
　　　　　6-6　���試験担当者�議　１回
　　　　　　　　（出席者：川�事務局長�吉川事務局�）
　　　　　6-7　東�工事監����センター総�
　　　　　　　　（出席者：渡�敬蔵　委�）
　　　　　6-8　日韓����議参加：�� 月 �� 日　沖縄　�覇市
　　　　　　　　（参加者：���　桂氏�個人参加　川�氏）

　　		７　北東三支部�議
　　　												�� �8 � �0 月 �3 日　開催地：�幌市
　　　　　　					テーマ：高齢化社��問題と対策
　　　　　							（参加者：吉川支部長�橋本CPD委�長�俵谷���）

　					８　支部役��

研修�参加者数
�親�参加者数
合格者参加者数
賛助��参加数

�07 名
8� 名
�0 名（研修�及び�親�）
�名（研修�及び�親�）

回
� �回
� �回

� 3回

� �回

� �回

� 6回

� 7回

開催日
�� �8 � � 月 3� 日
�� �8 � 7 月 � 日

�� �8 � �0 月 3 日

�� �8 � �� 月 �� 日

�� �� � � 月 � 日

�� �� ��月 �日

�� �� � � 月 �7 日

主な議題
��計画��認　他
支部と県�����あり方検討①
全国大��北東三支部�議へ�参加�ついて
支部と県�����あり方検討②
��拡大策�検討　他
支部と県�����あり方検討③
�� �8 �度決算見込み　他
支部と県�����あり方検討④
理事選�要領�ついて
役��選要領�検討
����制定 �0 周�記念事業�委���設立
� 3� 回支部総�　議案�審議
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 第２号議案　平成 18 年度　（社）日本技術士会東北支部収支決算書（一般会計）
（��１８�４月１日～��１９��月�１日現在）

科　　� H １８年度予算案 Ｈ１８年度実績 差　額
� . 収入の部
　　１．本部交付金 5,300,000 ��77����� ��0����
　　２．本部補助金 200,000 �00�000 0
　　　　　　地域産学官�助� 0 0 0
　　　　　　講演�・見学��助� �00�000 �00�000 0
　　　　　　北東�支部�助� 0 0 0
　　３．行事参加費 1,000,000 ��0�3��00 ▲	�3��00
　　　　　　総�参加費 �00�000 �36�000 ▲	36�000
　　　　　　合格祝賀�参加費 �00�000 �77��00 ����00
　　　　　　地域産学官参加費 0 0 0
　　　　　　北東�支部参加費 0 0 0
　　　　　　研修�参加費 0 0 0
　　４．各種�料頒布収入 1,100,000 88���00 ��0��00
　　５．雑　収　入 1,800,020 ��70����� ▲	�0���3�
　　　　　　賛助�費収� ��800�000 ��600�000 ▲	800�000
　　　　　　�収� 0 �0��000 ▲	�0��000
　　　　　　受取�息 �0 ��� ▲	�3�
　�期収入合計 9,400,020 9,588,393 ▲ 188,373
　前　期　繰　越 475,446 475,446 0
　総　収　入　（Ａ） 9,875,466 10,063,839 ▲ 188,373
� . �出の部
　　１．事　業　費 8,450,000 8,401,699 48,301
　　　　　　部���費 ���00�000 ���68��8� ▲	368��8�
　　　　　　（常設委��）
　　　　　　　政策・事業委����費 300�000 337�7�� ▲	37�7��
　　　　　　　広報委����費 300�000 ��8�8�0 ����60
　　　　　　　����ＰＤ委�� �00�000 ����0�0 ▲	���0�0
　　　　　　（��研究委��）
　　　　　　　�������� 3�0�000 3�0�000 0
　　　　　　　�災研究� �00�000 7���0�� ▲	6���0��
　　　　　　　受託業務委�� ��0�000 �8�87� �������
　　　　　　　倫理研究� �00�000 �0�000 80�000
　　　　　　（専門部�）
　　　　　　　建設部� �00�000 �00�000 0
　　　　　　　農業部� �00�000 �00�000 0
　　　　　　　電気電子部� �00�000 �00�000 0
　　　　　　　応用理学部� �00�000 �00�000 0
　　　　　　　衛生工学・環境・水道部� �00�000 �00�000 0
　　　　　　　��情報部� �00�000 �00�000 0
　　　　　　選��理委����費 0 0 0
　　　　　　総�開催費 7�0�000 88��033 ▲	�3��033
　　　　　　合格祝賀�開催費 �00�000 76���78 �38����
　　　　　　地域産学官�助� 0 0 0
　　　　　　北東�支部�助� �00�000 ��7��7� ▲	�7��7�
　　　　　　機関誌作�費 ���00�000 �������00 �8���00
　　　　　　機関誌郵送費 �00�000 ����8�� ������
　　　　　　名簿作�費 ��0�0�000 ��0���000 ▲	��0���000
　　　　　　名簿郵送費 0 0 0
　　　　　　研修�費 3�0�000 3����� 3�7�70�
　　　　　　�種�料購�費 �00�000 ������0 3�8���0
　　　　　　�　議　費 �00�000 3����0 6���80
　　　　　　旅費交通費 600�000 ����8�0 ��8��80
　　２．管　理　費 1,203,000 892,742 310,258
　　　　　　事務委託費 600�000 600�000 0
　　　　　　人件費（アルバイト） �0�000 3���00 ���800
　　　　　　通�運搬費 �00�000 60�0�8 3���7�
　　　　　　什器備品費 �0�000 ������ 3�����
　　　　　　消耗品費 �00�000 30�70� 6����6
　　　　　　印　刷　費 �00�000 30�7�8 6���8�
　　　　　　図　書　費 8�000 0 8�000
　　　　　　リース料 70�000 �����0 �0�8�0
　　　　　　水道光�費 7��000 ���770 ����30
　　　　　　�　費 �0�000 �6�7�� 3��7�
　　３. 予　備　費 222,466 0 222,466
　�　出　合　計　（Ｂ） 9,875,466 9,294,441 581,025
　残金 ( Ａ ) ー（Ｂ） 0 769,398 ▲ 769,398
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科　　� H18 年度予算案 Ｈ 18 年度実績 差　額
� . 収入の部
　　１．本部試験事�費 1,370,000 1,370,000 0
　　　　　　試験事務費 ����0�000 ����0�000 0
　　　　　　設営準備費 �60�000 �60�000 0
　　２．本部特別交付金※ 3,370,000 3,372,836 ▲ 2,836
　　３．雑収入 0 0 0
　　　　　　受　取　�　息 0 0 0
　　　　　　�　収　� 0 0 0
　�期収入合計 4,740,000 4,742,836 ▲ 2,836
　前　期　繰　越 411,500 411,500 0
　総　収　入　（Ａ） 5,151,500 5,154,336 ▲ 2,836

� . �出の部
　　１．事　業　費 900,000 708,351 191,649
　　　　　　試験実施費 ��0�000 60�3�6 8��67�
　　　　　　�　議　費 �00�000 �8�38� ���6��
　　　　　　旅費交通費 6�0�000 ����6�0 �0�360
　　２．管　理　費 4,220,000 4,191,373 28,627
　　　　　　事務委託費 3�000�000 3�000�000 0
　　　　　　人件費（アルバイト） �0�000 �8�800 ����00
　　　　　　通�運搬費 ��0�000 �3����0 �0�760
　　　　　　什器備品費 �0�000 ����� �0����
　　　　　　消　耗　品　費 ��0�000 �67��3� ▲	�7��3�
　　　　　　印　刷　費 �00�000 ��3���� �6��76
　　　　　　図　書　費 �0�000 0 �0�000
　　　　　　リ　ー　ス　料 ��0�000 ������0 ▲	�����0
　　　　　　水道光�費 ��0�000 ��3�33� ▲	3�33�
　　　　　　�　費 ��0�000 ��0���0 ▲	60���0
　　３．予　備　費 31,500 0 31,500
　�出合計（Ｂ） 5,151,500 4,899,724 251,776
　残金（Ａ）－（Ｂ） 0 254,612 ▲ 254,612

平成１８年度　（社）日本技術士会東北支部収支決算書（特別会計）
（��１８�４月１日～��１９��月�１日現在）

																						（�位：円）

科　　　　目 3／ 3� 残高
現　		� 3�6����
七十七銀行本店営業部（普）0�37��� 口座 8����0�
七十七銀行県庁支店（普）��3�367 口座 �0�00�
郵便局口座 0��70-7-�6�3� �00
未払い� ����6��
次　期　繰　越　� ��0���0�0

�計監�報�
（社）日本����東北支部�� �8 �度決算�ついて帳簿��庫を監
�し�ところ適��経理されていることを認めます。
			

�� �� � � 月 �8 日

																																																																																																																																																																				

印

（注）ガイア記事で��計監��署名・押印を省略しております。

繰越金内訳

印
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ガイアパラダイム　技 術 士 東 北

第 3 号議案　平� 19 年度事業計画案

　１　���試験（宮�県試験場�設営�監督��理）
　　　　	�-�　�����次試験
　　　　　　　　受験願書配�　�� �� � � 月 6 日
　　　　　　　　申し込み受付　�� �8 � � 月 �� 日～ �月 �� 日
　　　　　　　　試験実施　　　　　　　宮�県�場：未定
　　　　　　　　8月 �日（土）建設部門他全部門
　　　　　　　　8月 �日（日）総合��監理部門
　　　　	�-�　�����次試験
　　　　　　　　受験願書配�　�� �� � 6 月 � 日
　　　　　　　　申し込み受付　�� �8 � 6 月 �� 日～ 7月 �日
　　　　　　　　試験実施　　　　　　　宮�県�場：未定
　　　　　　　　�0 月 8 日（月）
　２　常設委����（当日�総�前�行われる �部�等�委����計画 ｣�て詳細説明�あります。）
　　　　　

　�　専門部�及び��研究委����（同上）
　　　　　【専門部�】
　　　　　

　　　　　　
　　　　　【��研究委��】
　　　　　

　４　定時総�及び研修��開催
　　　　　								�� �� � � 月 �� 日（�）　　�レスへいあん
　５　合格祝賀�及び研修��開催
　　　　　								�� �0 � � 月（�次試験合格発表　3月 7日）
　６　�種�議へ�参加
　　　　			6-�　本部総�（�� �� � 6 月 �� 日（�））へ�参加
　　									6-�　� 3� 回　���全国大�　�0 月 �6 日（火）～ �� 日（�）福井県福井市
　　									6-3　理事�
　　									6-�　支部長�議
　　									6-�　政策委��　　
															6-6　���試験担当者�議
　　　　			6-7　日韓����議　韓国　ソウル
			７　北東三支部�議
　　　　　									今�度�東北支部担当。　開催日時　未定
　	8　����制定 �0 周�記念行事
　　　【�イン行事】開催日時：�� �� � 7 月 �� 日（水）�3：30 ～ �7：00
　　　　　　　			場所：�ディアテーク仙台　7Ｆ　スタジオシアター
　　　　　　　　内容：� �部　��発表「東北で�躍する���から�発�」
　　　　　　　　　　　� �部　シンポジウム「����望むも�」	　　　　　　　　　　　　　　　　　　
			９　支部役��		　				� 回開催																																																																																																					以			上

政策事業委��
広報委��
�ＰＤ委��
受託業務委��

委���開催　�回。��拡大策�展開。
編集�議　毎月開催。ガイア�ラダイム�発行　２回。�ＰＤ講習���編集
支部�ＰＤ����性化（問題点�抽出と�善策�立案）
地方自治体へ�広宣��。

建設部�
農業部�
電気・電子部�	
応用理学部�
衛生工学・環境・水道部�
��情報部�

�県����と��ＰＤ���連携
研修��開催
同上
研修��見学��シンポジウム�開催
研修��見学��開催
研修��開催

��������
�災研究�
倫理研究�

研修��開催。日韓����議へ�参加。
研修��開催。地元大学へ���支援。�災��展へ�参加（検討事項）
定例��開催。教育・啓発���推進。
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科　　� H18 年度予算案 Ｈ 18 年度実績 H19 年度予算案 差　額
� . 収入の部
　　１．本部交付金 5,300,000 4,779,441 4,900,000 ▲ 400,000
　　２．本部補助金 200,000 200,000 500,000 300,000
　　　　　　地域産学官�助� 0 0 0 0
　　　　　　講演�・見学��助� �00�000 �00�000 �00�000 0
　　　　　　�制定 �0 周�記念 0 0 300�000 300�000
　　　　　　北東�支部�助� 0 0 0 0
　　３．行事参加費 1,000,000 1,013,500 1,000,000 0
　　　　　　総�参加費 �00�000 �36�000 �00�000 0
　　　　　　合格祝賀�参加費 �00�000 �77��00 �00�000 0
　　　　　　地域産学官参加費 0 0 0 0
　　　　　　北東�支部参加費 0 0 0 0
　　　　　　研修�参加費 0 0 0 0
　　４．各種�料頒布収入 1,100,000 889,500 900,000 ▲ 200,000
　　５．雑　収　入 1,800,020 2,705,952 2,600,500 800,480
　　　　　　賛助�費収� ��800�000 ��600�000 ��600�000 800�000
　　　　　　�収� 0 �0��000 0 0
　　　　　　受取�息 �0 ��� �00 �80
　�期収入合計 9,400,020 9,588,393 9,900,500 500,480
　前　期　繰　越 475,446 475,446 769,398 293,952
　総　収　入　（Ａ） 9,875,466 10,063,839 10,669,898 794,432

� . �出の部
　　１．事　業　費 8,450,000 8,401,699 9,600,000 1,150,000
　　　　　　部���費 ���00�000 ���68��8� ���70�000 70�000
　　　　　　（常設委��）
　　　　　　　政策・事業委����費 300�000 337�7�� 300�000 0
　　　　　　　広報委����費 300�000 ��8�8�0 ��0�000 ��0�000
　　　　　　　����ＰＤ委�� �00�000 ����0�0 ��0�000 �0�000
　　　　　　（��研究委��）
　　　　　　　�������� 3�0�000 3�0�000 3�0�000 0
　　　　　　　�災研究� �00�000 7���0�� �00�000 0
　　　　　　　受託業務委�� ��0�000 �8�87� �0�000 ▲	�00�000
　　　　　　　倫理研究� �00�000 �0�000 �00�000 0
　　　　　　（専門部�）
　　　　　　　建設部� �00�000 �00�000 �00�000 �00�000
　　　　　　　農業部� �00�000 �00�000 �00�000 0
　　　　　　　電気電子部� �00�000 �00�000 �00�000 0
　　　　　　　応用理学部� �00�000 �00�000 �00�000 0
　　　　　　　衛生工学・環境・水道部� �00�000 �00�000 �00�000 0
　　　　　　　��情報部� �00�000 �00�000 �00�000 0
　　　　　　選��理委����費 0 0 ��0�000 ��0�000
　　　　　　総�開催費 7�0�000 88��033 7�0�000 0
　　　　　　合格祝賀�開催費 �00�000 76���78 �00�000 0
　　　　　　�制定 �0 周�記念事業 0 0 600�000 600�000
　　　　　　全国大�準備� 0 0 ��0�000 ��0�000
　　　　　　地域産学官�助� 0 0 0 0
　　　　　　北東 3支部�助� �00�000 ��7��7� �00�000 0
　　　　　　機関誌作�費 ���00�000 �������00 ���00�000 ▲	�00�000
　　　　　　機関誌郵送費 �00�000 ����8�� ��0�000 ▲	�0�000
　　　　　　名簿作�費 ��0�0�000 ��0���000 ��380�000 ��330�000
　　　　　　名簿郵送費 0 0 0 0
　　　　　　研修�費 3�0�000 3����� �00�000 ▲	��0�000
　　　　　　�種�料購�費 �00�000 ������0 600�000 ▲	300�000
　　　　　　�　議　費 �00�000 3����0 �0�000 ▲	�0�000
　　　　　　旅費交通費 600�000 ����8�0 300�000 ▲	300�000
　　２．管　理　費 1,203,000 892,742 1,040,000 ▲ 163,000
　　　　　　人件費（アルバイト） �0�000 3���00 �0�000 0
　　　　　　通�運搬費 �00�000 60�0�8 �00�000 0
　　　　　　什器備品費 �0�000 ������ 30�000 ▲	�0�000
　　　　　　消耗品費 �00�000 30�70� �0�000 ▲	�0�000
　　　　　　印　刷　費 �00�000 30�7�8 �0�000 ▲	�0�000
　　　　　　図　書　費 8�000 0 �0�000 ��000
　　　　　　リース料 70�000 �����0 �0�000 ▲	�0�000
　　　　　　水道光�費 7��000 ���770 �0�000 ▲	���000
　　　　　　�　費 �0�000 �6�7�� �0�000 0
　　３. 予　備　費 222,466 0 29,898 ▲ 192,568
　�　出　合　計　（Ｂ） 9,875,466 9,294,441 10,669,898 794,432
　残　金（Ａ）－（Ｂ） 0 769,398 0 0

第４号議案　平成 19 年度　（社）日本技術士会東北支部収支予算案（一般会計）　　
（�� �� � � 月 � 日～�� �0 � 3 月 3� 日）

（�位：円）
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平成１９年度　（社）日本技術士会東北支部収支予算案（特別会計）
（�� �� � � 月１日～�� �0 � 3 月 3� 日）

（�位：円）
科　　� H18 年度予算案 Ｈ 18 年度実績 H19 年度予算案 差　額

� . 収入の部
　　１．本部試験事�費 1,370,000 1,370,000 1,370,000 0
　　　　　　試験事務費 ����0�000 ����0�000 ����0�000 0
　　　　　　設営準備費 �60�000 �60�000 �60�000 0
　　２．本部特別交付金※ 3,370,000 3,372,836 3,370,000 0
　　３．雑収入 0 0 0 0
　　　　　　受　取　�　息 0 0 0 0
　　　　　　�　収　� 0 0 0 0
　�期収入合計 4,740,000 4,742,836 4,740,000 0
　前　期　繰　越 411,500 411,500 254,612 ▲ 156,888
　総　収　入　（Ａ） 5,151,500 5,154,336 4,994,612 ▲ 156,888

� . �出の部
　　１．事　業　費 900,000 708,351 750,000 ▲ 150,000
　　　　　　試験実施費 ��0�000 60�3�6 �00�000 ▲	�0�000
　　　　　　�　議　費 �00�000 �8�38� �0�000 ▲	�0�000
　　　　　　旅費交通費 6�0�000 ����6�0 600�000 ▲	�0�000
　　２．管　理　費 4,220,000 4,191,373 4,220,000 0
　　　　　　事務委託費 3�000�000 3�000�000 3�000�000 0
　　　　人件費（アルバイト） �0�000 �8�800 �0�000 0
　　　　　　通�運搬費 ��0�000 �3����0 ��0�000 0
　　　　　　什器備品費 �0�000 ����� �0�000 ▲	30�000
　　　　　　消　耗　品　費 ��0�000 �67��3� �70�000 �0�000
　　　　　　印　刷　費 �00�000 ��3���� �60�000 ▲	�0�000
　　　　　　図　書　費 �0�000 0 �0�000 0
　　　　　　リ　ー　ス　料 ��0�000 ������0 �30�000 �0�000
　　　　　　水道光�費 ��0�000 ��3�33� �60�000 �0�000
　　　　　　�　費 ��0�000 ��0���0 �70�000 �0�000
　　３．予　備　費 31,500 0 24,612 ▲ 6,888
　�出合計（Ｂ） 5,151,500 4,899,724 4,994,612 ▲ 156,888
　残金（Ａ）－（Ｂ） 0 254,612 0 0
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ている。こ�自然学�近世�なり科学へと変化を遂
げている。�様ご高承�ピュタゴラス��して古代
�原子論者であるデモクリトスら�ソクラテス以前
として記録されている。こ�時代�自然学者�自ら
�行��ついて�大変倫理的であ��。
　ソクラテス�人間�探求から始まり�倫理�問題
�シフトしていき�彼�身をも�て倫理�基づく行
為（毒�）を実行し�。こ���弟子�プラトン�
アリストテレス�倫理�何�るかを明らか�し�定
義づけ�人間�生きる上で�学問を分類

１）
し���

中で位置づけている。こ��人�主張��人間��
義と節制を�ち�すぐれ�有徳�も�である

２）
とい

う�を基本としている。これ�全て�倫理�根幹で
あり�倫理�原点であろうかと考えられる。

３．歴史と人�
　人間�自分�出発点を選ぶこと�出来ない�とブ
ルトマン�説き��してエリッヒ・フランク��人
間�自分�置かれ�環境�依�しており�人間�過
去を考慮��れること���て�み�考え�行�し�
�在すること�出来る�人間�目��彼自身�意志
���て立てること�できる��しかし彼�行為か
ら生ずる結果�彼�意図と��致しない�と�主張
を引用している。さら�こ�こと����分野�つ
いて明らかであるとして以���う�述べている。
　人間�意図する人類�生�を�善する�め�計画
され�実施され�こと�ら��人類を�し�絶滅せ
しめる�うな恐怖�おとしいれる。�����て達
�され�も����れを生み出し�人間�恐れる�
うな結果�なりつつある。ごく簡�な例として�中
��給水危機�化学工場から�流出物問題�交通�
交易�善�方��人間生���を及ぼす結果とな
る���協定�条約さえも�新しい災いをも�らす
不測�結果をも招き得ること等

�）
を�げている。

　佐藤透��個人�生涯�「社��目指す目的」�
�め�意�づけられるとし�例として自国�繁栄�

技術者倫理シリーズ（6）

応用倫理の周辺を考える

技術士（建設部門）

渡邉　嘉男

１．����
　昨今新聞�社�面で「倫理」��文字を含んだ記
事�目�付くこと�多い。まさ�現代�倫理�時代
であるか��う�見える。�して���周�を眺め
ると�種�学��協��企業�おいて倫理�大きな
�題として取り上げられ�倫理要綱�規��制定�
進められている。
　ここでいわれている倫理�学問的��哲学�属し�
分類すると応用倫理�倫理�なか��つとな�てい
る。これ�関する最近�話題�生��環境�情報�
かかわる�倫理であろう。�����制定する倫理
要綱�「���倫理」であり�これ������属
するか�か�関わらず����称号を�つ人全て�
適用されるも�と考えられている。
　こ��う�応用倫理�細分化され�多岐�わ��
ており�所謂個別倫理とな�て�在しているといえ
�う。こ��うな個別的倫理��れぞれ�独立して
いるも�であろうか。これらを観ると共通�部分と
専門別�も�とで構�されている。すると共通�も
��普遍的なも�として��れをベース�おいて�
所で�専門別�部分だけを策定することで�いこと
�なろう。
　�も�も日本�おける近代���明治維新�導�
され����科学���ベースとな�て現在��う
�発展してき�も�といえ�こ���を取り扱う�
���者である。西洋���ととも�西洋�哲学と
倫理�日本��ち込まれ�江戸時代まで�倫理規�
�隠蔽されてしま���で�ないかと思われる。�
こで西洋�ルーツ�遡�て応用倫理を取り巻く周�
�ついて考えて見�い。

２．哲�と倫理
　西洋����神話時代�プロ�テウス�始まると
されている。神話時代を過ぎて��種記録�文字�
残される�う�な�てから�古代ギリシャ��アジ
ア�自然学であり�ソクラテス以前として記録�残�
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�め�自分��を投げ出すことを�げている。さり
な�ら�社��目指す目的�時間的�変化する�
で�江戸時代�日本�目的�明治で�通用しなくな
り�新撰組�消滅せざるを得なか��とする。さら
�明治�目的���で�通じないとする。�して人
生を社���め�かけても�実��うでないことも
あり�さら�社��変化以外�主観性と相対性�差
異�生じることを説いている。ま�さら�人生�お
ける永続的・絶対的目的��らいできており��般
的・相対的目的��続するも��最終目的�欠如�
遭遇し�歴史から�人生�意�づけ�危うくな�て
いる

４）
�としている。

　以上��う�現在�人生も歴史も�甚だとらえど
ころなく漂流し始めており��しくニーチェ�説く
ニヒリ�ム時代�な�ているか��う�見える。こ
��うな流�化�時代�あ�て今�度�科学���
ど��うな目�を�ち�どこ�向か�て進む�かと
いう根本問題を考える必要�ある�で�ないだろう
か。

４．科���の功罪
　現代�科学���時代であること�誰しも�認め
ることであり��か�今日�生�����恩恵�浴
することなく暮らしていくこと�できないし�まし
て集団社�次元�おいて�こ�恩恵なし�社�維�
�全く不�能である

５）
。我々�科学����れぞれ

�立場で対処してき���大方�人��れ自体�全
て人間�福祉�寄与するとして無条件�受け�れて
き�。しかしな�ら近�環境�情報化等々�問題�
発生し�科学����能で�ないこと�露呈し�。
これら�問題��用者�歯�め�無い欲望と科学�
�者�とめどない開発欲求���て生じ�も�であ
ろう��科学����月をかけて�重層化・複�化
���て生じ�問題も少なくないも�と思われる。
　科学���科学者・��者�関与してさまざまな
考え方・生産物・環境��変等々を生み出し�人間
生�だけ�とどまらず人間�生�����まで関わ
る�うな影響を及ぼしている。科学���恩恵�浴
する����受益者であるととも�科学����る
直��影響を受ける被�者でもある。��被�者か
ら�環境問題を中心�科学���負�側面�指摘さ
れ��れ�ついて�対策���模索され始めている。
我々�科学���も�らす恩恵を受け�れてき�も

���「負�部分」を余り考慮してきていなか��。
��結果�「水俣病」を始めとする公�・薬��歴
史を築く結果を招い�。今まで��用者側から�発
言�殆どなく�科学��者側��方的な押し付け�
��て科学����用�なされてき��で�ない�
だろうか。ここ���用者側�意見を反映すること
�無か��も�と思われる。
　しかし科学����用�当��て�現在見落とし
て�ならないこと��科学���重層化され複�化
されていることで�ないだろうか。科学���惹き
起こし�問題�本質を掴む�め��こ�ことを十分
�認識し�対策���上乗せ��をも�らさない�
う�配慮していく必要�あることと��用者��を
�く聞いて�来�禍根を残さない�う�することで
あろう。

５．科���倫理 
　科学���関わる応用倫理�周�を�まえ�科学
��倫理�何を基本とすべきかを熟考していく必要
�あるも�と思われる。
　科学��を有効化し�用する��人間であり�人
間�現前を十分�認識すること�出来るも���現
前�み�捕らわれて�来へ�配慮�不�する��常
である。環境問題等�ついて�人類��来�続を�
証するという観点�重要であるも�と考えられる。

６．おわ��
　応用倫理�周��ついて述べる�を試み�も�
��こ��うな問題��様�ど��うなお考えをお
�ちでしょうか。ご意見をお寄せください。

参考文献；
１）�池澄夫�ピステー�ー�科学／��と人間�
　　岩波書店
２）プラトン��ノン�プラトン全集�９巻�岩波
　　書店
�）ブルトマン�歴史と終末論�岩波書店
４）佐藤　透�ヨーロッ�思�論Ⅱ�東北大学講義
５）望月太郎����知と哲学�知�世界思�社
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１．����
　�森県������� �� � 6 月�総�を経て発�森県������� �� � 6 月�総�を経て発
��４��経過する事�なるわけです��種々試行
錯誤を経て組織���も�う�く軌道���てき�
�うな感�い�します。しかし���数�増加�
なかなか期待できない等 ､予算的な面も含め適�な
�運営を図る上で�困難性�生じている�も現実で
す。�んな中�あ�て本�����取り組んでいる
政策事業�継続研鑚�広報��などを実施する組織
として��委���役割りと�� �8 �度�実施し
�主�る内容を紹介し��森県�������報�
とさせてい�だきます。

２．会員数の現状
　　��数　�07 名（�� �� � 3 月 30 日現在）
　　　　���　　7� 名（��� �8 名）
　　　　����　�8 名（��� �� 名）
　　（注：���と�日本������を指す）

３．組織と�割�担

４．平� 18 年度�おけ��た��動内容

　⑴　����（C��）�動実績　����（C��）�動実績����（C��）�動実績

　�� �8 �度�おける�森県�����実施し�継

続研鑚��め�研修���他団体と�共催を含め � 回

（��CPD）を実施し�。��内容��表�とおり。

　

技術士の役割りと組織活動・広報活動の充実を目指して

青森県技術士会活動報告

各県技術士会活動
平成 �9 年 7 月 � 日 第 45 号

組織名
政策事業委�
�

継続研鑚
（CPD）委�
�

役　　割
◆総�・研修��
企画�実施�関す
ること
◆県�����組
織����る�整
�関すること
◆事業�策定�関
すること
◆���� CPD �
�を支援すると共
�CPD���啓蒙・
普及を行う
・���総合�整・
企画運営
・実施�結果��理
・東北支部と��整

��内容・分担
◆総��合格祝賀
��開催日 ､場所 ､
予算､参加者�把握
､研修��テーマお
�び講師�選任
◆県������
則等��理等
◆ CPD ����間
スケジュール�作
� ､ ���実績�
集計�分析
◆修習��者教育
へ�支援
・東北支部���と
��整

広報委��

事務局

◆��へ�情報提
供
◆��相互�情報
交換
◆外部�対する�
��制度����
���認知度向上度向上向上

◆支部及び県内外
など外部と�連絡
窓口
◆�運営���及
び出納��理

◆�誌「���」
�編集�発行と�
�並び�関�機関
へ�配�
◆�森県����
�ホームページ�
運用�理

◆本部及び東北支
部へ���報�投
稿など�支援
◆�銭�出納及び
出納簿�作�

日　　　時
�� �8 �

� 月 �7 日（土）

3CPD	

�� �8 �

６月 30 日（�）

�CPD

�� �8 �

� 月 �6 日（土）

	

�CPD	

備　　　考
主催：����

主催：�森県建

設コンサルタン

ト協�

共催：����

主催：����

�援：建設コン

サルタント協�

テーマ・内容
知的�産権制度

と����用

ユビ�タス社�

とインフラ設備	

鋼�杭・鋼矢板

����向

建設環境と循環

型社�
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　⑵　会�の発行と�用　会�の発行と�用会�の発行と�用
　広報委���おいて編集内容�発行時期などを検
討し��� �8 � �� 月�印刷を完了し発行�運びと
な��も�である。
　　　　　（装　丁）
　	

�誌�内容		(A ―４版 �3 ページ )
◆巻�言　　　代表幹事
◆ご挨拶　　　�森県　県土整備部長
◆研修�料　　産業�産権と��情報
◆�����次試験合格体験発表
◆�森県����組織図
◆�森県�����則
◆参考�料
　①����①����
　②�����次試験���②�����次試験���
　③���CPD登録申請方�③���CPD登録申請方�
　④���CPD認定��制度④���CPD認定��制度

　�日本����　���案内�日本����　���案内
　��森県������名簿��森県������名簿
　�協賛広��協賛広�

�用：���国・県�機関�市�村�大学等
　　　��他関連する団体・�社など�配�し��
　　　������役割り�対する理解を深める�������役割り�対する理解を深める�
　　　う�PR�努める。う�PR�努める。

5.　平�１9 年度�動計画　平�１9 年度�動計画平�１9 年度�動計画
　⑴　��計画
①政策事業委��
　役���総� ､予算�決算等��運営・政策�関
　する業務を実施するも�で�東北支部と��な連する業務を実施するも�で�東北支部と��な連
　携を図りつつ�全体�執行を取り仕切る。携を図りつつ�全体�執行を取り仕切る。
②継続研鑚（CPD）委��
　継続研鑚を図る�め���として�� �8 �度同
　様研修�を実施する。他団体と�協賛も積極的�様研修�を実施する。他団体と�協賛も積極的�
　取り�れる。取り�れる。
③広報委��
　�誌�発行�ついて��編集内容�充実を図り�
　�� 月を目処�発行する。ま�ホームページ�運用�� 月を目処�発行する。ま�ホームページ�運用
　�理と��数�把握を積極的�進める。�理と��数�把握を積極的�進める。

6.　��の課題　��の課題��の課題
　県内�おける�������数�ついて��人事
異���る他県へ�転出などもあり��れほど変化
�ない状態である。
　��運営�ついて��役��ボランティア��的
な要素も含め�れ�当��ているわけである��適ある��適��適
�な組織�維�と運営を図�ていく�め��本部�
��勿論�こと�協力���増加を図ること�必要
であある。���め�������役割り�対するある。���め�������役割り�対する���め�������役割り�対する�����役割り�対する����役割り�対する
理解と事業��� PR�不�欠である。�森県���不�欠である。�森県��不�欠である。�森県��
��として�東北支部�支援を得な�ら更なる��
�場を広げていく事�必要であり�今��重要な課
題である。

　　　　　　　　　　（�森県����　��　記）　　　　　　　（�森県����　��　記）（�森県����　��　記）　��　記）��　記）　記）記）

�� �8 �

� 月 �3 日（土）
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��１��　　　

�月 �6 日（月）
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��次試験　　

受験講座

公共工事�品質

��他
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■　開催趣意書
　社団�人日本����� ������発�し���� ���7�������制定され国家�
格として����認定される�至り�今�で�制定 �0周�を迎えること�なりまし�。こ
�間������時代��向�あわせ新�な��分野�追加されるなど�変遷を見な�ら�
わ�国����関する多く�分野を網羅し���中枢を担う立場で�������して参
りまし�。
　東北地方�おいても���6��頃�り���協��立ち上げ�始まり ��73��東北支部�
設立を見て�東北地方�おける��を本格的�開始し�ところです。現在東北地方で��
する����へ加�する����数� 800名を超え��専門分野�おいて鋭意��してい
るところです。東北支部�おいて���県�����ほか建設�農業�電気電子�応用理
学�衛生工学・環境・�水道���情報� 6つ�部�と CPD�広報等 �つ�委����災�
倫理�関する研究����������など�積極的���展開しております。����
��として���水準�向上��め�県��部�で�積極的�CPD���取り組んでいる
ほか��災研究��おける地�を始め�種�災�関する研究と他機関と�連携を深める取
り組み���者倫理��立と徹���め�倫理研究�����次代を担う�������
��取り組みなどを進めております。
　昨今�倫理観�欠落としか考えられない企業不祥事�絶え間なく発生し��こ��多く
�場合何らか�形で��者�かかわ�ております。������律で守秘義務�公益��
�責務��質向上�責務�課せられており�����で�「���倫理」を定め業務�当��
て�常�倫理的観点から行�するべく���者倫理�徹��努めておるところです。
　こ��び������制定されて �0�を迎える�あ�り�����社��中で果�すべ
き役割を自ら再認識するととも��所属する��部門�ついて�専門的学識及び高等�専
門的応用能力を有する����役割�ついて社��発�すべく�東北支部�おける���
�制定 �0周�記念行事として�記念講演����発表�記念シンポジュウムを開催い�し
ます。

																																																																					  平� 19年 5月
��士法制定 50周年記念行事

東北�部実行委員会
委員長　古村　利定

「東北で活躍する技術士からの発信」

支部活動
政策事業委員会活動報告

社会に役立つ技術士ー過去・現在・未来ー

 技術士法制定 50周年記念事業
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ガイアパラダイム　技 術 士 東 北

					 開 催 日：平成 19年 7月 25日（水）
                                                     会 　場： せんだいメディアテーク
■　主　　催　　(社 )日本����東北支部
■　共　　催　　(社 )日本����東北支部宮�県����
■　�援（予定）		経済産業省東北経済産業局�農林水産省東北農政局�国土交通省東北地方整備局�宮�県�仙台市■　
日　　時　　�� ��� 7月 ��日（水）　�3：30～
　　　　　　　　　　��部　��発表「東北で�躍する���から�発�」
　　　　　　　　　　��部　シンポジウム「����望む�も」
■　�　　場　　せんだい�ディアテーク　７Ｆ　スタジオシアター（仙台市�葉�春日� �-��	0��-7�3-3�7�）
■　参	加	費　　	無料（どな�でも参加できます）
■　定　　�　　��0名（先着順）
■　次　　�
										�3：00	 	 受付開始
										�3：30	 	 開�挨拶
										�3：�0～ ��：�0	 ��発表「東北で�躍する���から�発�」
																		（��部）　　発表者（予定）	①	守屋　�郎　氏（応用理学�建設�森林�総監）
	 	 		 	 													②	佐々木甲也　氏（農業）
	 	 		 	 													③	桂　　�治　氏（建設�総監）
	 	 		 	 													④	�野寺文�　氏（経営工学）
	 	 		 	 													�	赤井　仁志　氏（衛生工学）
	 休憩（�0分）
										��：30～ �7：00	 シンポジウム「����望むも�」
																		（��部）	 コーディネーター　(社 )日本����東北支部　											支部長			吉川　謙造
	 	 　　　		�ネリスト　（未定）

										�7：00	 	 閉�挨拶				(社 )日本����東北支部宮�県����　代表幹事		吉田　康彦

	
							申込み先：（社）日本技術士会東北支部事務局（TEL：���-7��-�755　FAX：���-7��-����）
　　              E-mail;tohokugijutushi@nifty.com　　　
    申込み方法：住所、氏名、連絡先を記入のうえ、メール、ＦＡＸでお申し込み下さい。
        詳細は、http://tohoku.gijutusi.net/ をご覧下さい。

��士法制定 50周年記念行事

 「東北で活躍する技術士からの発信」      
社会��立つ��士 ― 過去・現在・未来 ―
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ガイアパラダイム　技 術 士 東 北

1.　�C� が��て���の　�C� が��て���の�C� が��て���の
　IT(Information	Technology) �産業革�以来�本
格的な革�として叫ばれて久しい��昨今�政府�
じめテレビ CM等で「ICT」�叫ばれている��電
子行政用語集��ると�記��う�なる。
　「ICT」と��Information	 and	Communication	
Technology �略で�・・・( 中略 )・・・日本�目
指しているユビ�タスネット社�で��ネット�ー
クを�用し�多様なコミュニケーション�実現する
とされており�情報通��おけるコミュニケーショ
ン�重要性�増大している。��ことを�まえ�こ
れまで総務省�り出されてい�「IT政策大綱」��
�00� �度�り「ICT政策大綱」�名称変更されてい
る。
　コンピュータとネット�ークで「いつでも」�「ど
こでも」�「なんでも」�「だれでも」�享受できるユ
ビ�タス社�を形�できることを描いており���
実際�情報コミュニケーション�有様��種々考え
られている。
　�� ICT�ひとつとして�今回テーマ� ITS( 高
度道路交通システム ) �該当すると考えている。
既��国土交通省�経済産業省�総務省�警察庁
��ITS ����来像を描きホームページ等でも紹
介している�方�昨今で��カーナビゲーション
システム�普及�目覚しく��TC(�lectronic	Toll	
Collection	 System) �「自�料�収受システム」と
して知られており�ま��スマート IC 等�実用段
階���てきている。
　こ��う� ITS �関�する����々�関連産業こ��う� ITS �関�する����々�関連産業
へ波及しつつある��まだ基礎研究�段階である。
　ま��自�車�搭載できる ITS 関連装備としても
世界�準��として��立�まだまだ�段階であ
る。

　ITS 開発�全世界���列でスタートし�ばかり
で�ある��GPS(Global	 Positioning	 System) �名
称で普及している「全地球測位システム」�民生�
用で�日本�数歩リードしていると言われており�
ITS へ�国内普及�もと�り�国際戦略として有効
な��として�立すること�期待されています。

2.　��� で地域��化を�引す��業へ　��� で地域��化を�引す��業へ��� で地域��化を�引す��業へ
(1)　���業化の�流　���業化の�流���業化の�流
　日本�長い不況�期間を経て現状�世界��大�日本�長い不況�期間を経て現状�世界��大�
�地域�国��る「���分業化」時代����。
　ア�リカで�とある製品�人気�出て追加注文�ア�リカで�とある製品�人気�出て追加注文�
製造国である中国�期限付きで発注されると�生産
ライン�増産�残業体制��り�陸上�送�通関�
続き�貨物船��配などロジスティックス�大きく
影響を及ぼしな�ら�期日まで�納�され店��追
加して並べられている。
　当然�ア�リカ�くし�みをすれば�中国�風�当然�ア�リカ�くし�みをすれば�中国�風�
をひくこと�もなる。
日本�主要産業でもある食品�機械加工業も大なり
�なり「���分業化」�影響を受けている。
　�も�も�れぞれ�産業分野自体�時代�変化��も�も�れぞれ�産業分野自体�時代�変化�
伴�て��経営形態も変化しなければならない��
時流である世界�「���分業化」�形態も加速す
ることを知�ておかなければならない。
　従来��う���な製品�「加工�易」と�い従来��う���な製品�「加工�易」と�い
かなくな�てきており�分業化�中で�ど�部
分����ーとなる��分野�あるい����性
�ある���ISO(International	Organization	 for	
Standardization) ��る世界�準を達�する��分
野などで日本�大きな役割を果�すことで�世界�
中�日本�ひいて�世界�中�東北�達�できる�ひいて�世界�中�東北�達�できる�いて�世界�中�東北�達�できる�
う�なると考えられる。

ITS (Intelligent Transport Systems) を機軸とした

( 社 ) 日本技術士会東北支部 ITS 研究会
---　建設部会に ITS 研究会を発足させ活動中　---

建設部会活動報告活動報告

支部活動

第 45 号 平成 �9 年 7 月 � 日

地域産業に期待するもの
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　�来期待されている ITS 分野��ー・テクノロ�来期待されている ITS 分野��ー・テクノロ
ジー部分を日本�分担する���基礎研究�開発�
実用化�避けて通ること�出来ない。
　しかも�世界共通� ISOを念��置けば�世界千
差�別�文化�習慣�適用できる「性能規定」で応
用を�かせること�できる���必要�な�てくる
であろう。
　ITS �関する基礎研究�開発�実用化�おいて
��地域��着し� ITS 性能を��すること�もち
ろん�こ�東北地域で達�され���をもと�「性
能規定」で世界性能へ�高まりを念��おくこと��
「���分業化」�時流�唯�対応できる方�と思
われる。
(2)　��� の�来�　��� の�来���� の�来�
　GPS �これまで�社�生��産業�果�し�役割
��大きなも��ある����延長線上� ITS( 高
度道路交通システム ) �あり�多種多様�システム
�期待されている。
　現在で��カーナビゲーションシステム��TC�
VICS(Vehicle	 Information	 and	 Communication	
System) 等��く知られ�システムで�ITS ���
�部分を既�形�している��昨今で��環境負荷
��減�事�件数�更なる減少�求められており��
これら�課題解決�最重要課題�な�ている。
　ま��自然災��大規模事�発生時��送力���
更��地方�経済�力低��公共交通�廃���る
最低限度�交通�段���困難�な�ている地域
�増え問題とな�ている等�限られ��送�段を�
用者�移�ニー��応じて最大限有効�用する�め
��地域 ITS ��用�必要であり�これ�課題解決
�求められている。
　こ��う��「ひと」�「みち」�「くるま」を
�体として��来的���道路�理�効率化�
�TC�公共交通�支援・商用車�運行�理�歩
行者�支援��全運転�支援等�発展させ��
全・�心 (S&S:	 Safety	 and	 Security	 )�環境・効
率 (�&�:	 �nvironment	 and	�fficiency	 )�快適・�
便 (C&C:	 Comfort	 and	Convenient	 )�発展・拡大
(D&D:	Development	and	Deployment	 in	�merging	
Market	) 等�最終的�期待されているも�である。
　こ��うな中�東北�自�車産業�立地し��自

治体も�発�周�産業�性化�支援を始めている。
　

　今�世界的規模�な��日本�自�車産業��東今�世界的規模�な��日本�自�車産業��東
北�立地をも�て��自�車�販売エリアを東北�
み�限定し�も�でないこと�明らかで�新�な
種々機能�装備を���自�車を世界�送り出せる
地域産業�取り組み�重要�な�てきている。
　既��韓国�中国でも自�車産業�機軸�なりつ
つあり���中で�世界�文化�習慣�規制�対応
でき��来期待されている ITS 分野�機能をどれ
だけ開発�実用化できるか�ま��世界�準である
ISOへ�組み込みをどれだけできる�か�世界�潮
流である「���分業化」�波�乗る方�で�ない
かと思える。
　こ��う��地域�性化を牽引する産業分野とし
て ITS を的��推進すること��周�産業を含め�
形で��実な地域�性�寄与できる�で�ないかと
思える。

国土交通省道路局 ITS ホームページ�り抜粋
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(3)　東北�業の方��　東北�業の方��東北�業の方��
　東北地域�面積�人口�生産�と日本�これら�
比��々�低�し�産業��性化�危急�課題�な�
ている。
　現状で��電気機械産業��インとな�ている��
これら産業�おいても産業�構造�革�求められて
おり�何れ核となる産業を機軸として地域�性化�
�め�知識と���集積・�立を念��置かなけれ
ばならない。
　��自�車など機械加工産業�機軸へ�移行と�
�周�産業�他�付加価値となる ITS 関連���基
礎研究�開発�実用化��ひとつ�牽引産業として
�立する�能性を秘めている。
　ま��ITS ����電子機器類など�情報分野�
限定されているも�で�なく�高齢社�とな��日
本�道路�歩道事情をど��う�支えていく�か�
あるい��高齢ドライバー�急増で�生理的��ま
��道路構造上ど��うな対策�必要な�か等��全・
�心�環境負荷低減等�繋げる�め��ソフト�ハー
ド�両面から�研究・開発・実用化�求められている。
　こ��うな地域事情を解消し�地域発��先進的
��を基礎として世界�通用する「性能規定」��
る付加価値向上�仕上げることで��出産業として
�立し�継続的な地域経済�性化�繋�ると思われ
る。
　���環として�周�産業へ�波及効果�雇用促進�
地方自治体�増収�繋�ること�もちろん�道路構
造基準��革�新しい機能�知能を���道路設備
等 ICTを機軸とし� ITS �関する新�な建設分野�
拡大�期待される他�周�産業�設備投�も継続的
�実施されること�なる。

3.　��会�動　��会�動��会�動
(1)　�動のあ�方　�動のあ�方�動のあ�方
　今回�これまで�様相と�異なる形で東北支部建
設部�内� ITS 研究�を発�させ��を既�始めて
おり���目的�方針�以��通りである。
　目的：ITS �関する���・研究��り東北�根目的：ITS �関する���・研究��り東北�根
付い� ITS ��ど��うなも��ある�か�ま��
ど��うなレベルまで������できる�かを模
索しな�ら新�なインフラ整備等���・研究を行

い地域��する
　方針：当座�定される ITS ���分野として�東
北�気候�地域�即し�地域 ITS ���・研究を行
うと共�進捗状況�応じて新��把握され�潜在的
問題�ついても対応を考慮し�提案・研修�等�普�提案・研修�等�普提案・研修�等�普・研修�等�普研修�等�普
及��を行う。
　以上とし�これまで�����富な経験�基づき�
高度な���応用能力を�使して社��ニー�を�
�的�解決してき�����多く�企業内����
個人で独立し������る個人プレー的な要素�
強か��。
　しかし�今回�建設部門�他�電気電子部門�高
度な��者�集まりで学際的要素を組み込み�ま��
これまでなか��産学官�連携を念��昨�来宮�
県と�共同勉強�を開催し連携強化を図�てきてい
る他�今��大学�研究機関�NPO�人等と�関�
強化も念���れている。
	(2)　��士の社会的�割　��士の社会的�割��士の社会的�割
　����社�的役割を念��し�����以��
�う�考えている。
①最先���と�般市民とをつなぐ��
　　�般市民�対して���を�しく理解し��く�般市民�対して���を�しく理解し��く
　�用する方�を伝える ( �般市民向けセミナー )�用する方�を伝える ( �般市民向けセミナー )
　ITS ���実際と�用�あ��て��意点などをITS ���実際と�用�あ��て��意点などを
　理解する機�を設ける ( 討論���ークショップ）理解する機�を設ける ( 討論���ークショップ）
②�定�現場で先����応用を提案
　　ITS�実際�現場へ�適応を検討し提案する (産ITS�実際�現場へ�適応を検討し提案する (産
　学官連携 )学官連携 )
③���築く社���来像を提示する
　　ITS ����能性を広く�般�Ｐ�する�め��ITS ����能性を広く�般�Ｐ�する�め��
　���築く������来象をイ�ージで示す���築く������来象をイ�ージで示す
　これらを念��具体的な ITS 研究����を以�これらを念��具体的な ITS 研究����を以�
　��う�考えている。��う�考えている。
(3)　��的��動の�案　��的��動の�案��的��動の�案
　　いくつか����ついてこれまで���討論し　いくつか����ついてこれまで���討論しいくつか����ついてこれまで���討論し
　てき�結果�東北地域で�大学�NPO�人�るてき�結果�東北地域で�大学�NPO�人�る
　ITS 関連���見られることから�まず��宮�ITS 関連���見られることから�まず��宮�
　県内���仙台市及び��周�地域を��域�し�県内���仙台市及び��周�地域を��域�し�
　����囲�レベルを最初から限定することなく�����囲�レベルを最初から限定することなく�
　進捗状況���ち材料等�応じ���を描いてい進捗状況���ち材料等�応じ���を描いてい
　る。る。
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　具体的な���候��以��通りである。
①既��問題点解消
　　仙台市��中��前�大学所在地付近��前�仙台市��中��前�大学所在地付近��前�
　渋�解消渋�解消
　　仙台市�定�寺通�間�タクシー渋�解消仙台市�定�寺通�間�タクシー渋�解消
　��間�おける�����へ�高速道路�行定時��間�おける�����へ�高速道路�行定時
　制���制���
②実験募集企画へ�参画ま��見学
　　今��今�度以降�実施予定�社�実験等を�今��今�度以降�実施予定�社�実験等を�
　�し�参画ま��見学を検討する�し�参画ま��見学を検討する
　首都高速道路社�実験���首都高速道路社�実験���
③��研究
　　既�解消済み事例��� ( 千葉県��前�バス�既�解消済み事例��� ( 千葉県��前�バス�
　タクシー�乗用車�渋�解消事例他 )タクシー�乗用車�渋�解消事例他 )
　自治体�大学等研究機関と�研究�連携強化自治体�大学等研究機関と�研究�連携強化
④東北�県����と�共同��
　　�般市民�セミナー�ITS �関する討論��共�般市民�セミナー�ITS �関する討論��共
　催催
�プロフェッション�社�的認知
　　���研究�果�社�へ�提案�ついて������研究�果�社�へ�提案�ついて���
　発表�場�あるい�発��場を通じて�����発表�場�あるい�発��場を通じて�����
　プロフェッション�地位�立を目指すプロフェッション�地位�立を目指す

4.　��までの ��� ��会の�動　��までの ��� ��会の�動��までの ��� ��会の�動
　これまで�電気・通�・自�車�ーカー�先行し�
高度な�体���出来���ITS を�なる情報通�
�システムと捉えている間��真�発展�見えない。
　真�発展��ITS ��を如何�社�インフラ�ビ真�発展��ITS ��を如何�社�インフラ�ビ
ジネス�「ツール」として�用・�用できるかであり�
「シー�先行型」�研究開発から「ニー�志向型」�
研究開発をする必要性�迫られている。
　これまで���状況�以��通りである。これまで���状況�以��通りである。
(1）第１���会
　勉強�趣旨：東北地方�自�車産業�参�し�こ勉強�趣旨：東北地方�自�車産業�参�し�こ
　と�伴い�ITS �ついて宮�県産業経済部と勉強と�伴い�ITS �ついて宮�県産業経済部と勉強
　�を実施�を実施
　開催時期：�� �8 �７月 �� 日（火）開催時期：�� �8 �７月 �� 日（火）
　テーマ：「ITS �関する国�取り組み及び最近��テーマ：「ITS �関する国�取り組み及び最近��
　向」向」
　講師：国土交通省東北整備局　道路部�長　石�講師：国土交通省東北整備局　道路部�長　石�
　健�氏健�氏

　概要：ITS �国家戦略であることを認識し�概要：ITS �国家戦略であることを認識し�
　参加人数：宮�県 �0 名�����５名参加人数：宮�県 �0 名�����５名

(2）第２���会
　開催時期：�� �8 � � 月 8 日（�）開催時期：�� �8 � � 月 8 日（�）
　テーマ：① ITS で変わるクルマ�未来�② ITS とテーマ：① ITS で変わるクルマ�未来�② ITS と
　社��本整備�ついて社��本整備�ついて
　講師：経済産業省製造産業局　自�車課課長�佐講師：経済産業省製造産業局　自�車課課長�佐
　浜坂隆氏
　　　　鹿島建設㈱土木設計部担当部長　吉田�氏
　概要：自�車産業から見� ITS と ITS を有効�用概要：自�車産業から見� ITS と ITS を有効�用
　し効率的新�な社��本整備し効率的新�な社��本整備
　参加人数：国土交通省�名�宮�県 �0 名��ーカー参加人数：国土交通省�名�宮�県 �0 名��ーカー
　�� 名�����９名　　計 �� 名�� 名�����９名　　計 �� 名

(3）建設部会�修会
　開催時期：�� �� �５月 �6 日（水）開催時期：�� �� �５月 �6 日（水）
　テーマ：「ITS をめぐる最近��向」テーマ：「ITS をめぐる最近��向」
　講師：国土交通省道路局　道路交通�理課課長�講師：国土交通省道路局　道路交通�理課課長�
　佐　吉本　紀�氏佐　吉本　紀�氏
　参加人数：国県諸団体�じめ民間企業及び���参加人数：国県諸団体�じめ民間企業及び���
　計 ��6 名

講演�

参加者

質疑応答

（建設部�　芝山　記）
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